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安全にお使いいただくために

i

絵表示の例

△記号は注意（警告を含む）を促す内容があることを告げるものです。

記号は禁止の行為であることを告げるものです。

図の中に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。

●記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。図の中に具体的な

指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜け）が描かれています。

■異常が起きたら
万一、煙が出ている、変なにおいや音がするなどの異常状態のまま使用すると、火災・感電の原因とな

ります。すぐに機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。煙が出

なくなるのを確認して当社サービス部門に修理をご依頼ください。

■カバーを開けない
この機器のカバーは絶対に外さないでください。感電の原因となります。内部の点検・修理は当社サー

ビス部門にご依頼ください。この機器を改造しないでください。火災・感電の原因となります。

■内部に異物や水などを入れない
この機器の通風孔などから内部に金属類や燃えやすいものなどを差し込んだり、落とし込んだりしない

でください。また、花びんや水などの入った容器をこの機器の上に置かないでください。こぼれたり、

中に入った場合、火災・感電の原因となります。

■電源コードを傷つけない
電源コードの上に重いものをのせたり、コードが本機の下敷きにならないようにしてください。コード

を傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱したりしないでくださ

い。火災・感電の原因となります。

■仕様の電源電圧以外の電圧で使用しない
仕様の電源電圧以外の電圧で使用しないでください。火災・感電の原因となります。

警告 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容

および物的損害の発生が想定される内容を示しています。注意

■適さない設置場所
次のような場所に置かないでください。火災、感電やけがの原因となることがあります。

・調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたる場所 ・湿気やほこりの多い場所

・ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所 ・直射日光があたる場所

■通風孔をふさがない
通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因となることがあります。

■長期間ご使用にならないときは
長期間この機器をご使用にならないときは、安全のため電源プラグをコンセントから抜いてください。
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注意

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の

基準に基づくクラスＡ情報技術装置です。この装置を家庭環境で使

用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用

者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。

本装置に生じた故障または不具合につきましては、ティアック電子計

測株式会社（以下、弊社といいます）所定のサービス基準に基づき、

修理若しくは交換させて頂きます。本装置の故障または不具合に起因

する弊社の損害賠償責任は、いかなる場合も、本装置の修理若しくは

交換に限らせて頂きます。但し、製造物責任法に基づき製造者が負う

べき賠償責任には、上記制限は適用されません。

この説明書はメモリータイプ、AITタイプ、MOタイプ、PCカードタ

イプに共通です。お買い上げのモデルがどのタイプかを確認の上でお

読みください。本書ではAIT、MO、PCカードを区別しない場合、そ

れらを「リムーバブルメディア」と総称します。

※AITタイプでは、メモリーに収録する以下の機能は参考機能です。

サポートについては弊社営業にお問い合わせください。

● FileメニューのNew機能についての下記機能

・メモリーに収録するモード

・メモリーに収録した後、PCに転送するモード

● EditメニューのCopy機能についての下記機能

・メモリーからPCへの転送

・メモリーからAITドライブへの転送

※AITタイプおよびメモリータイプでは、FileメニューのOpen機能と

マルチサンプリングの機能は参考機能です。サポートについては弊社

営業にお問い合わせください。

●本書に記載の各会社名、商品名は各社の商標または登録商標です。

●本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。
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PCカード

GX-1は用途に応じてフレキシブルに構成できる計測データ収録システム

です。収録したディジタルデータを、PCファイルとして保存することができ

ます。ファイルのフォーマットは弊社独自のTAFFmat形式で、市販の解析ソ

フトウエアで読み込めます。

シグナルコンディショナを内蔵しますので、何台ものセンサアンプを個々

に設定したり、それぞれに電源を用意したりする手間が省けます。シグナル

コンディショナは１枚で２チャネルで、GX-1本体にシグナルコンディショ

ナ用スロットは８つありますから、合計で16チャネルの入力が可能です。さ

らにチャネル拡張ユニットを用いて最大64チャネルまで拡張できます。

収録メディアは計測対象に応じてメモリーまたはAIT（Advanced Intelligent

Tape）、MO、PCカードから選択でき、いずれからも収録後にSCSIを介して

PCにデータを渡すことができます。また、SCSIを介してPCのハードディス

クなどに直接収録することや、収録したAITをPCの外付けAITドライブに

かけて読み取ることもできます。MO、PCカードに収録したデータはそのま

まPCのMOドライブ、カードスロットでTAFFmatファイルとして認識でき

ます。

収録の制御や各種設定は付属の専用ソフト（愛称「GX Navi」）でPCから

SCSIを介して行うか、LCDコントローラ（DK-GXLCD）で行います。また、

収録の制御だけならば簡易リモコン（ER-GXRC）でもできます。

概 要

▼市販ソフトの例

・DADiSP

・The ME’scope

・nVision

・キッセイコムテック社製ソフトウエア

▼内蔵ドライブをPCからSCSIデバイスと

して認識することはできません。

▼AIT上のフォーマットは弊社独自のもので

すが、付属ソフトを使ってPCにTAFFmat

形式でコピーできます。

ダイレクト

シグナルコンディショナ

GX-1本体

SCSI
センサ

内蔵
ドライブ

外付け
ドライブ

メモリーA/D

ノートパソコン

〈システム概念図〉

▼外付けAITドライブから読み込むに

は別の専用ソフトウエアGX Viewが

必要です。

MO

AIT
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●計測対象に合わせて収録メディアを選択可能

高速現象はメモリーに、データ量が多いときにはAIT

またはMOにと、計測対象に応じて収録メディアを選

択できます。（下表参照）また、SCSIを介してPCのハ

ードディスクなどに直接収録することができます。（リ

アルタイム転送：この直接モードでは、つぎに説明す

るリアルタイムモニターはできません。）

●リアルタイムモニター

付属ソフトGX Naviで、収録中のデータをリアルタイ

ムにモニターできます。波形表示、バーグラフ表示、

FFT解析が可能です。メモリーまたはリムーバブルメ

ディアに収録したデータの波形を収録後にスクロール

して見ることもできます。

●マルチサンプリング

内蔵クロック周波数の中から、基本となるサンプリン

グ周波数と、その10倍のサンプリング周波数との２つ

を同時に選択できます。これにより記憶容量を節約し

ながら高速現象と低速現象を同時に計測することがで

きます。

内蔵クロック周波数：

1、2、5、10、20、50、100、200、500、1 k、2 k、5 k、

10 k、20 k、50 k、100 k、200 k、2.5 k、12.5 k、25 k

（Hz）

※サンプリング周波数はシグナルコンディショナごと

（スロットごと）に設定します。

※＜サンプリング周波数×チャネル数＞の総和が3200

kHzを超えることはできません。

※市販の解析ソフトによってはマルチサンプリングで

収録したデータファイルをそのままでは読み込めな

いものがあります。詳細は弊社にお問い合わせくだ

さい。

特 長

●メモ音声の録音・再生

マイクアンプとスピーカアンプを本体に装備していま

すので、メモ音声を録音・再生することができます。

●外部サンプリング

外部からのクロックでサンプルすることもできます。

●さまざまな収録モード

・マニュアル： 手動で収録を開始します。

・プリトリガ： 収録開始前のデータもメモリーにたく

わえ収録します。

・ポストトリガ：収録開始操作後、一定時間経過してか

らデータを取り込み始めます。

・レベルトリガ：指定チャネルのレベル変化を検知して

収録を開始します。

・タイマー動作：指定時刻に収録を開始します。

●イベントマーク

収録中のデータに目印となるマークをつけられます。

収録後にこのマークをサーチすることもできます。

●アナログ再生

メモリーまたはリムーバブルメディアに収録したデー

タを波形で表示することが可能です。出力アンプユニ

ットAR-GXAOをシグナルコンディショナスロットに

実装すれば、収録データをアナログ再生できます。

●IRIG-Bタイムコードによる補正

内蔵の時計をIRIG-Bタイムコードで補正することがで

きます。
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収録メディア（容量） サンプリング周波数×チャネル数（最大時） 収録時間（最大転送レート時）

メモリー（256 MBの時） 3200 k（200 k×16 ch等） 約40秒

AIT（25 GB） 1500 k（50 k×30 ch等） 最長約138分

MO（1.3 GB） 200 k（20 k×10 ch等） 最長約50分

PCカード 50 k（5 k×10 ch等） 容量による

リアルタイム転送 1500 k（50 k×30 ch等） PC側のメディアによる

〈サンプリング周波数と収録時間〉 （32チャネルまで）

サンプリング周波数

200 kHz 100 kHz 50 kHz 20 kHz以下

波形 マニュアル収録時 可 可 可 可

レベルトリガ収録時 ― △ 可 可

再生時 ― 可 可 可

FFT マニュアル収録時 ― ― 可* 可

レベルトリガ収録時 ― ― △ 可

再生時 ― ― ― ―

バーグラフ マニュアル収録時 ― ― 可 可

レベルトリガ収録時 ― ― 可 可

再生時 ― ― ― ―

〈サンプリング周波数とモニター表示機能〉 （32チャネルまで）

＊：拡張ユニットなしの場合は最大8ch表示可。拡張ユニット１台増設の場合は最大6ch表示可。

拡張ユニット２台または３台増設の場合は最大4ch表示可。

△：モニター表示機能の動作を保証できません。
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●製品がご希望のものであるか確かめてください。

十分な品質管理を行っていますが、製品を受取ったら

まずご注文の構成に間違いないことをお確かめくださ

い。もし不備な点がありましたらご面倒でも速やかに

弊社にご連絡ください。

●仕様の電源電圧を投入してください。

本機の電源は仕様に記載しているとおりです。それ以

外の電源を投入すると破損する可能性があります。

● UPS使用のおすすめ。

不慮の停電や瞬時停電から大切なデータを守るため

に、UPS（無停電電源装置）の使用をおすすめします。

AIT／MOタイプの場合は、メディアがドライブに入

使用上の注意

TAFFmatはTeac data Acquisition File Formatの略で、

A/D変換したデータを書き込むデータファイルと、収録

条件などを書き込むヘッダファイルからなります。本機

で収録を開始してから一時停止または停止するまでに取

り込むひとまとまりのデータを本書では「ID」と呼びま

す。このIDごとにデータファイルとヘッダファイルがそ

れぞれ１つずつできます。

データファイル：A/Dデータを書き込む。

バイナリ形式、拡張子「dat」

ヘッダファイル：収録条件などを書き込む。

テキスト形式（ASCII形式）、拡張子「hdr」

データファイルとヘッダファイルのファイル名は共通

で、５文字までの英数字に３桁のID番号がつきます。こ

のID番号は新たなファイル名を設定すると「001」にな

ります。収録を開始するたびにこの番号が１つずつ自動

的にインクリメントするようにも設定できます。

TAFFmatについて

収録待機 開始 一時停止 再開 停止

abcde001.dat abcde002.dat

abcde001.hdr abcde002.hdr

● ACアダプタ抜け止め金具の取り付け方

常時ACアダプタを使用する場合は、下図のように付

属のストッパでACアダプタを固定することをおすす

めします。

NG

OK

× 

◯ 

FG terminal
FG端子 

Fix with FG terminal
FG端子で固定する 

っている状態で電源が切れると、そのメディアに収録

したデータを読めなくなることがあります。

●電源コードを抜くときの注意

ACアダプタから電源コードを抜くときは、ACアダプ

タが本体から抜けないように片手でACアダプタを押

さえ、もう一方の手でプラグの部分を持ってまっすぐ

に引いてください。このときケーブル部分を持って引

かないでください。
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各部の名称

《フロントパネル》

①収録デバイス装着スロット

AITドライブまたはMOドライブ、PCカードスロット

を実装します。

②シグナルコンディショナスロット

シグナルコンディショナを実装します。

③電源スイッチ

電源を入／切するスイッチです。上側 を押すと電源

が入り、下側 を押すと電源が切れます。

④音量調節つまみ

メモ音声の再生音量を調節します。

⑤モニター出力端子

収録／再生中に任意のチャネルの信号をアナログで出

力します。チャネルはソフトウエアで選択します。出

力レベルは±5 V固定です。

シグナルコンディショナAR-GXDC、AR-GXPAで入力

フィルタを使うように設定すると、それと同じ周波数

のフィルタがモニター出力に入ります。これらのアン

プで入力フィルタを使わない場合と、その他のアンプ

の場合は階段状の波形になります。

⑥イヤホン端子

メモ音声の再生音をイヤホンで聴くときに接続します。

イヤホンを差し込むとスピーカから音声は出ません。

⑦マイク端子

メモ音声用のマイクを接続します。

⑧ BUSYランプ

収録待機時に点滅し、収録中に点灯します。シグナル

コンディショナによっては校正中に点滅します。

① ② ③

⑤⑥⑦⑧

④
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《リアパネル》

① ② ③

⑤⑥⑦⑧⑨

① DC INコネクタ

＋11～30 Vの電源を入力します。

②フレームグラウンド端子

アース線をつなぎます。

③冷却ファン

本体を冷却するための排気ファンです。吹き出し口を

ふさがないでください。

④ SW A、B

A： すべてOFFにしてください。

B：SCSI IDを設定します。

⑤ SCSIコネクタ

PCまたはLCDコントローラとSCSIケーブルで接続し

ます。

⑥ DIGITAL CONTROLコネクタ

IRIG-Bタイムコード、外部サンプルクロックなどを入

力します。

⑦ ER-GXRCコネクタ

簡易リモコンを接続します。

⑧ DK-GXLCDコネクタ

LCDコントローラにマイクをつないでメモ音声を録音

するときにLCDコントローラのTO GX-1コネクタと

専用のケーブルで接続します。

⑨ BUS OUTコネクタ

チャネル数を拡張するときに拡張ユニットと接続しま

す。弊社が提供する専用のケーブル以外は使用しない

でください。

④
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《右サイドパネル》

①電源スロット

ACアダプタまたはバッテリパックを挿入します。

②取出しレバー

挿入してあるACアダプタまたはバッテリパックを取

り出すときに押します。バネの力でいきおいよく飛び

出しますので、ご注意ください。

①

②
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2-3

アンプの取り付けかた

●チャネル番号について

スロットには本体前面から見て左から１、２、３‥‥

の順に番号がふってあります。それぞれ第１／２チャ

ネル、第３／４チャネル‥‥に対応します。各シグナ

ルコンディショナの入力端子Ａがチャネル番号の若い

チャネルに対応し、入力端子Ｂがつぎのチャネルにな

ります。たとえば第３スロットのＡは第５チャネルに

なります。

■取付けの手順

1. ブランクパネルの上下２本のネジをゆるめてはずしま
す。

（ネジは、ゆるめてもパネルから抜けません。）

2. シグナルコンディショナをスロットに挿入します。
プリント基板の下端をガイドレールに入れてくださ

い。シグナルコンディショナを垂直にして確実に押し

込んでください。

3. 上下２本のネジをしめます。

以上で取り付けは終わりです。

●パラメータを設定してください。

シグナルコンディショナを新たに追加したり、別のス

ロットに移動したりすると、GX-1本体に保存された

パラメータ設定はリセットされますので、ソフトGX

NaviのSetup→Paramsメニューで全チャネルを設定

し直してください。

■フェライトコアの取付け

入力コネクタに接続したケーブルから不要電波が出るこ

とがあります。不要電波を軽減するために付属のフェラ

イトコアをケーブルに取り付けてください。

フェライトコアを開き、ケーブルをフェライトコアに１

回巻き付け、フェライトコアを閉じてください。（左下図）

※ケーブルが太い場合は巻き付けずにフェライトコアに

通すだけでかまいません。この場合は結束バンドでフ

ェライトコアを固定してください。（右下図）

50 mm
以内

50 mm
以内

注意

シグナルコンディショナの取り付け、取外し

の際はGX-1本体の電源を切ってください。

電源を入れたまま取り付け、取外しを行うと、

GX-1本体およびシグナルコンディショナが

破損することがあります。
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1. 本体の両側面からネジとナイロンワッシャをはずしま
す。（左右各２本ずつ）

2. ハンドル①のザグリ穴を外側に向け、付属のネジ②と
ワッシャ③でヘックスレンチ④を使って取り付けま

す。ネジの締付けトルクは1.3 N•mです。

ハンドルの取り付け方

4

1

3

2

3

2 1

注意

持ち運ぶ際は両方のハンドルを持ってくださ

い。片方のハンドルだけを持って運ばないで

ください。

インストール編
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■接続する

※弊社が提供する専用のケーブル以外は使用しないでく

ださい。

■電源の用意

GX-1本体と同様に、ACアダプタまたはDC電源、バ

ッテリパックを用意してください。

※拡張ユニットには電源スイッチはありません。GX-1本

体の電源スイッチに連動して電源が入ります。

■仕様

スロット数： ８

電源： ＋11～30 V DC

内蔵ACアダプタ（GX-1本体用と共通）

バッテリ（オプション）

消費電力： 約35 W（DC入力アンプ×8枚実装時）

外形寸法： 約300W×85H×200D (mm)

（突起部を除く）

質量： 約5 kg（DC入力アンプ×8枚、ACアダ

プタを含む）

GX-1本体のリアパネルのBUS OUTコネクタと拡張ユ

ニットのリアパネルのBUS INコネクタとを専用ケーブ

ルで接続してください。拡張ユニットを２台以上接続す

るときは同様にデイジーチェーンで接続してください。

■ DIPスイッチの設定

下のように設定します。

本体のSW A

すべてOFFにします。

拡張ユニットのSW A

１台増設時 ２台増設時 ３台増設時
拡張ユニット
１台目

２台目

３台目

■ 33チャネル以上に拡張するとき

※最大収録レート（サンプリング周波数×チャネル数の

値）は下記の値になります。

・メモリーに収録： 収録レート≦2500 k

・AITに収録： 収録レート≦1200 k

・MOに収録： 収録レート≦200 k

・PCカードに収録： 収録レート≦50 k

※再生時の波形表示

再生時の波形表示はサンプリング周波数100 kHzまで

可能です。

※AITテープからの連続再生

収録レートが500 kまでは連続で再生できます。

※拡張ユニットのSW BはすべてONにしてください。

注意

拡張ユニットを接続する前にGX-1本体の電

源を切ってください。電源を入れたまま接続

作業を行うと、GX-1本体および拡張ユニッ

トが破損することがあります。

拡張ユニットの増設のしかた
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■ ACアダプタ

電源を用意する

警告

ACアダプタの取付け・取外しは、電源コー

ドをコンセントから抜いてから行ってくださ

い。電源コードをコンセントに差し込んであ

ると、ACアダプタの出力端子に電圧が出ま

すので、感電の原因となります。

※ACアダプタには100 V用と200 V用の２種類ありま

す。ご使用のACアダプタが電源電圧に合っているこ

とを確認してください。

1. 本体の電源スイッチが下側 になっていることを確

認します。

2. 本体右サイドの電源スロットにACアダプタを挿入し
ます。

3. 付属のフィルタから出ているコードをACアダプタに
接続します。（下図参照。このフィルタは電源ライン

へのノイズの混入を軽減するためのものです。拡張ユ

ニットのACアダプタにも必要です。）

4. 電源コードをフィルタの入力側に接続します。

5. 電源コードの他端をコンセントに差し込みます。

※DC電源によるバックアップ

AC電源で使用時にDC INコネクタに＋11～16 Vの電

源を供給すると、AC電源が停電したときにDC電源で

バックアップすることができます。ただし、＋16 V以

上の電圧を供給すると、DC電源が優先されますので、

ご注意ください。

※ACアダプタの取出しかた

ACアダプタを取出すには、電源スロットの下の取出し

レバーを押してください。バネの力でいきおいよく飛

び出しますので、ご注意ください。

コンセントへ
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■ DC電源
＋11～30 VのDC電源で使用できます。つぎの手順で

DC電源を入力してください。

1. 本体の電源スイッチが下側 になっていることを確

認します。

2. 本体リアパネルのDC INコネクタにDC電源コードを
接続します。

※DC電源電圧が＋11 V以下になると

付属ソフトの「GX-1ステータスバー」に「LOW BAT-

TERY」と表示されます。このときはすみやかに収録

を停止してください。メモリーに収録中であった場合

は、メモリーのデータをPCまたはリムーバブルメデ

ィアに転送してください。電源電圧がさらに10 V以下

になると自動的に電源が切れます。

※バッテリパックによるバックアップ

DC電源で使用するときに電源スロットにバッテリパ

ックを挿入すると、DC電源とバッテリパックを並列

で使うことができます。DC電源が不安定な場合には

この使い方をおすすめします。この場合も電圧が10 V

以下になると自動的に電源が切れますが、電源が切れ

てもアイドル電流が流れていますので、バッテリの過

放電を防ぐために電源スイッチを切ってください。

■バッテリパック
つぎの手順でバッテリパックを取り付けてください。

1. 本体の電源スイッチが下側 になっていることを確認

します。

2. 本体右サイドの電源スロットにバッテリパックを挿入
します。

※バッテリ電圧が＋11 V以下になると

付属ソフトの「GX-1ステータスバー」に「LOW BAT-

TERY」と表示されます。このときはすみやかに収録を

停止してください。メモリーに収録中であった場合は、

メモリーのデータをPCまたはリムーバブルメディアに

転送してください。電源電圧がさらに10 V以下になる

と自動的に電源が切れます。電源が切れてもアイドル

電流が流れていますので、バッテリの過放電を防ぐた

めに電源スイッチを切ってください。

※バッテリパックの取出しかた

ACアダプタの取出しかたと同様に取出しレバーを押し

てください。

※フル充電で約40分使用できます。（AITまたはMO実装

時、連続収録の場合）

※充電方法は充電器の説明書にしたがってください。

※ニッケル水素電池ですのでメモリー効果があります。

できるだけ完全放電してから充電してください。
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■パソコンの要件

下の要件を満たすパソコンを推奨します。

・OS ：Windows 95（OSR2.0以降）／

Windows 98／Windows NT 4.0

※ OSにより取り扱えるファイルサイズやファイル数

が制限されることがあります。

・CPU ：Pentium 200 MHz以上

・画面解像度 ：800×600ドット以上

・メモリー ：64 MB以上

・ハードディスク：2 GB以上

・Adaptec社製SCSIインタフェースカード（ボード）

※必ずAdaptec社製をご使用ください。他社のもの

では正常に動作しないことがあります。

■接続

●用意するSCSIケーブル

ハーフピッチ50 pin ピンタイプケーブル

（NEC用の50 pin ベローズタイプは使用できません。）

●接続のしかた

※接続の前にGX-1本体とパソコンの電源を切ってくだ

さい。接続が終わるまで電源を入れないでください。

1. 本体リアパネルのSCSIコネクタにSCSIケーブルを接
続します。

2. SCSIケーブルの他端をパソコンのSCSIインタフェー
スカード（ボード）のコネクタに接続します。

● SCSI IDの設定

リアパネルのDIPスイッチで設定します。SW Bの８番

が２０、７番が２１、６番が２２です。0～6に設定し

てください。パソコンにすでに他のSCSI機器を接続し

てあるときは、そのIDと重複しないように設定してく

ださい。工場出荷時の設定はすべてOFFです。

パソコンを用意する

■ソフトのインストール

つぎの手順で付属ソフトGX Naviをインストールして

ください。

1. インストールディスクをパソコンのドライブに挿入し
ます。

2. インストールディスクの中の「Setup.exe」を実行しま
す。

（インストーラが起動します。）

3. 画面に表示されるメッセージにしたがってセットアッ
プを進めます。

4. インストール終了後、パソコンを再起動してください。

■ソフトの立ち上げ

※GX Naviと、大量にメモリーを使うアプリケーション

ソフトとを同時に実行しないでください。

つぎの手順でGX Naviを立ち上げてください。

1. GX-1本体の電源スイッチの上側 を押します。

※電源を入れると自動的にシグナルコンディショナを校

正します。校正が終わるとブザーが鳴ります。ブザー

が鳴るまでの時間は実装しているシグナルコンディシ

ョナにより変わり、長い場合は数分かかります。

ブザーが「ピピッ、ピピッ、ピピッ」と３回鳴ったら、

2. パソコンの電源を入れます。

3. GX Naviを起動します。

※GX Naviを立ち上げてからGX-1本体の電源を切ると、

つぎにGX Naviで何か操作をしたときにエラーメッセ

ージが出ます。このときはGX-1本体の電源を入れ直

してもパソコンからGX-1を認識できません。認識で

きるようにするにはGX Naviを再起動してください。

●ブザーが鳴るまでの時間が異常に長いときは

本体の電源を入れてからブザーが鳴るまでの時間が異

常に長かったり、ブザー音が異常であった場合は、シ

グナルコンディショナが認識されていないことがあり

ます。その場合は電源を入れ直してください。

２０

２１

２２

SW B
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■ AIT の入れ方

1. GX-1本体の電源を入れます。

ブザーが「ピピッ、ピピッ、ピピッ」と３回鳴ったら、

2. 収録デバイス装着スロットのふたを開けます。

3. AITを挿入します。
途中まで押し込むと自動的に装着されます。

4. 収録デバイス装着スロットのふたを閉じます。
Statusツールバーの動作表示が「READY」になるま

で待ってください。

■ AIT の取り出し方

1. 収録デバイス装着スロットのふたを開けます。

2. 付属ソフトでツールバーの ボタンをクリックし

ます。

またはLCDコントローラでイジェクト操作をします。

AITが出ます。

3. AITを引き出します。

4. 収録デバイス装着スロットのふたを閉じます。

※収録中、読取り中にはAITを取り出せません。イジェ

クトの操作をしても効きません。

※付属ソフトを終了するとAITは自動的にイジェクトさ

れます。

テープを取り出してから電源を切る

GX-1の電源を切る前にAITを取り出してください。

ボリューム情報はイジェクトの直前に書き込まれる

からです。AITを入れたまま電源を切ると、その

AITに収録したデータを読めなくなることがありま

す。

AIT について

EJECTボタン

※ソフトが立ち上がっているとき、またはLCDコントロ

ーラで操作しているときはドライブ本体のEJECTボタ

ンは効きません。
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■ AIT取扱い上の注意

●結露に注意してください。

本体が冷えているときに急に暖かい部屋で使用すると、

ロータリヘッドやテープが結露することがあります。

このようなときはテープを装着する前に電源を入れ、

30分以上通電し本体を周囲の温度になじませ、結露の

ないことをお確かめの上テープを装着してください。

（一般的に、仕様範囲内の温度であっても、１時間あた

り15度以上の温度変化があると結露の可能性がありま

す。）

●水平に置いてください。

AITドライブを動作させるときには本体を水平に置い

て使ってください。側面を下にして置かないでくださ

い。

●電源を切る前にテープを取り出してください。

テープを挿入したまま電源を切り、長期間放置すると

ロータリヘッドにテープが貼りつくことがあります。

そのままで電源を入れるとロータリヘッドにテープが

巻きつき、ヘッドやテープが損傷を受けることがあり

ます。

●定期的にヘッドを掃除してください。

ヘッドは徐々に汚れます。汚れると書込み・読取りが

できなくなります。使用約50時間に１回を目安に専用

のクリーニングテープ（SONY  SDX1-CL）でヘッドを

掃除することをおすすめします。

クリーニングするには、GX-1の電源を入れ、クリーニ

ングテープをドライブに挿入します。ドライブが自動

的にクリーニングをします。クリーニングが終了する

とクリーニングテープは自動的にイジェクトされます。

クリーニングテープの使いかたについてはクリーニン

グテープに付属の説明書をお読みください。

●指定のテープを使用してください。

もし指定のテープ以外のテープを使用した場合、書込

み・読取りができないことがあります。

指定テープ：SONY   SDX1-25C

●データの誤消去を防止するには

大事なデータを誤消去から防止するには、カセットの

誤消去防止ツメを「SAFE」側にスライドしてください。

●テープの説明書の注意にしたがってください。

テープの取扱いについてはテープに付属の説明書をよ

くお読みいただき、記載の注意事項にしたがってくだ

さい。
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■ MOの入れ方

1. GX-1本体の電源を入れます。

ブザーが「ピピッ、ピピッ、ピピッ」と３回鳴ったら、

2. 収録デバイス装着スロットのふたを開けます。

3. ラベル面を上にしてMOを挿入します。

4. 収録デバイス装着スロットのふたを閉じます。
Statusツールバーの動作表示が「READY」になるま

で待ってください。

■MOの取り出し方

1. 収録デバイス装着スロットのふたを開けます。

2. 付属ソフトでツールバーの ボタンをクリックし

ます。

またはLCDコントローラでイジェクト操作をします。

MOが出ます。

3. MOを引き出します。

4. 収録デバイス装着スロットのふたを閉じます。

※ソフトが立ち上がっているとき、またはLCDコントロ

ーラで操作しているときはドライブ本体のEJECTボタ

ンは効きません。

※収録中、読取り中にはMOを取り出せません。イジェ

クトの操作をしても効きません。

※ソフトを終了するとMOは自動的にイジェクトされま

す。

MOを取り出してから電源を切る

GX-1の電源を切る前にMOを取り出してください。

もし書き込み中に電源を切ると、そのMOに収録し

たデータを読めなくなることがあります。また、MO

を挿入したままGX-1を持ち運ぶと故障の原因になり

ます。

MOについて

■指定MOについて

富士通（株）製の容量1.3GBの3.5インチMOを使ってく

ださい。これ以外のMOでは正常に収録・再生できない

ことがあります。

※この指定MOは未フォーマットです。初めて使うとき

に内蔵MOドライブに挿入すると、フォーマットする

かどうかを確認するメッセージが表示されますので、

フォーマットしてください。

■MO内のデータ

MOにデータを収録するときは、まずMOの中にフォル

ダを作り、そのフォルダの中にデータを収録することに

なります。MOに収録したデータはPCのMOドライブで

TAFFmatファイルとして認識できますので、そのまま市

販の解析ソフトウエアで読み込めます。

■MOをPCのドライブに入れるときは

MOをPCのドライブに入れるときは、ライトプロテクト

してから入れてください。もしライトプロテクトせずに、

ファイル操作でファイルやフォルダを削除、移動したり、

名前を変更したりすると、データファイルとヘッダファ

イルとのリンクが失われてPCでデータを読み込めなくな

ります。また、MOをふたたびGX-1に入れたときにデー

タを読み込めなくなります。

■ディスクとレンズのクリーニング

長期間使用するとディスクやレンズの表面にホコリが付

着し、それが原因で装置が誤動作することがあります。

これを防止するために別売のクリーニングキットでディ

スクとレンズを清掃してください。クリーニングの周期

は使用環境によりますが、３ヶ月に１回を目安にしてく

ださい。

※ディスクの清掃には別売のクリーニングキット（TZ-

381）を、レンズの清掃には同じく別売のレンズクリー

ナ（0240470）をご使用ください。

※クリーニングの方法についてはクリーニングキットに

付属の説明書をお読みください。
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■ PCカードの入れ方

1. GX-1本体の電源を入れます。

ブザーが「ピピッ、ピピッ、ピピッ」と３回鳴ったら、

2. 収録デバイス装着スロットのふたを開けます。

3. PCカードのラベル面を上にしてラベルに書かれた矢
印の方向に入れ、しっかりと押し込みます。

4. 収録デバイス装着スロットのふたを閉じます。
（Statusツールバーの動作表示は「NO MEDIA」のま

まです。）

■ PCカードの取り出し方

1. 収録デバイス装着スロットのふたを開けます。

2. PCカードスロットの左のボタンを押し、PCカードを
引き出します。

3. 収録デバイス装着スロットのふたを閉じます。

注意

PCカードの抜き差しは収録時のSTOP中またはGX-

1の電源を切った状態で行ってください。これら以

外の状態で抜き差しするとデータが破壊されること

があります。

PC カードについて

■指定PCカードについて

日立製のTYPEⅡフラッシュATAカードを使ってくださ

い。これ以外のPCカードでは正常に収録・再生できない

ことがあります。

※初めて使うPCカードは、まずFileメニュー→Format

でフォーマットし、ボリュームラベルを入力してくだ

さい。

■ PCカード内のデータ

PCカードにデータを収録するときは、まずPCカードの

中にフォルダを作り、そのフォルダの中にデータを収録

することになります。PCカードに収録したデータはパソ

コンのPCカードスロットでTAFFmatファイルとして認

識できますので、そのまま市販の解析ソフトウエアで読

み込めます。

■ PCカードをパソコンに入れるときは

PCカードをパソコンのカードスロットに入れるときは、

ファイル操作でファイルやフォルダを削除、移動したり、

名前を変更したりしないでください。もしこれらのこと

をすると、データファイルとヘッダファイルとのリンク

が失われてパソコンでデータを読み込めなくなります。

また、PCカードをふたたびGX-1に入れたときにデータ

を読み込めなくなります。



GX Navi編

3-1



3-2



3-3

基本的な操作

起動画面 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3-4

操作のながれ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3-5

メモリーに収録し、PCに転送する . . . . . . . . . . . 3-6

リムーバブルメディアに収録してみる . . . . . . . . . 3-8

リムーバブルメディアからPCにコピーする . . . . 3-10

波形表示画面 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3-11

FFT画面 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3-13

バーグラフ画面 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3-14

再生する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3-15

簡易リモコンの使い方 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3-18



3-4

基本的な操作

付属ソフトGX Naviを起動すると下のウィンドウが現れます。

起動画面

● チャネルセレクトパレット

波形表示画面、FFT画面

に表示するチャネルを選

択します。

● モニターエリア

波形、FFT、バーグラフを表

示します。波形、FFTは最

大で16チャネルまでです。

動作 メッセージ

ID数

収録を開始してからのIDの数が表示さ

れます。ハイフンの後ろの数は１つの

IDの中のイベントマークの数です。

再生時はID数は表示されません。

モニター出力端子に出力するチャネルの選択収録経過時間

現在時刻（再生時は収録した時刻）

● Mainツールバー：ファイル操作や設定をするボタンです。

● Controlツールバー：収録・再生の操作をするボタンです。

● Windowツールバー：表示の切り換えをするボタンです。

〈Statusツールバー〉

● コントロールパネル

収録・再生の制御と動作

の監視ができます。

▼GX Naviと、大量にメモリーを使

うアプリケーションソフトとを

同時に実行しないでください。

▼文字が表示枠からはみ出る場合

はWindowsの[コントロールパネ

ル]―[画面]で「小さいフォント」

に設定してください。
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起動画面からの操作は下図のフローにしたがってください。

これ以外の手順では正常に動作しないことがあります。

操作のながれ

起動画面

〈メモリー内データの
〈ファイル名・収録条件設定〉 〈収録〉 波形表示〉 〈収録後のデータ転送〉

File設定

[File]—[New]

(p. 3-22)

System設定

[Setup]—[System]

(p. 3-26)

Misc設定

[Setup]—[Misc]

(p. 3-31)

Params設定

[Setup]—[Params]

(p. 3-31)

波形表示にする

(p. 3-11)

Rec Standby

ボタンを押す

(p. 3-6)

Startボタンを押す

Stopボタンを押す

波形表示にする

(p. 3-11)

データ転送

[Edit]—[Copy]

(p. 3-25)

３秒以上

３秒以上

※設定の一部を変更する場合でも必ず上の手順にしたが

い、各設定画面でOKをクリックしてください。たと

えば新たなファイル名を入力したときには、すぐに収

録を始めず、Setupメニューの各画面を開き、ひとと

おりOKをクリックしてください。

イベントマーク書込み

一時停止
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メモリーに２つのIDを収録し、収録停止後にそれをPCに転送してみます。

また収録中に、データに目印となるイベントマークをつけてみます。

1. FileメニューからNewを選択します。
下のウィンドウが現れます。

メモリーに収録し、PCに転送する

3 4

Event

Rec Standby

StartStop

動作

ID数

2

▼実際に収録するには事前に前ページのフロ

ーにしたがって収録条件を設定してくださ

い。

▼メモリーに収録する場合は、いったん収録

をStopし ふたたびRec Standbyにすると

メモリー内のデータはクリアされます。デ

ータを保存するにはStop後にPCに転送し

てください。

▼キーボードのファンクションキーでも可能です。

Stop： Ｆ５キー

Rec Standby： Ｆ６キー

Start： Ｆ７キー

Event： Ｆ８キー

2. 収録停止後のデータの転送先となるPCのハードディスクの
フォルダをディレクトリツリーから選択します。

3. Data Set Nameに５文字までのファイル名を入力します。

4. OKをクリックします。

5. ツールバーの ボタンをクリックして波形表示にしま

す。

6. ツールバーのRec Standbyボタン をクリックします。

Statusツールバーの動作表示が「REC STANDBY」になり、

モニターエリアに入力波形が表示されます。

7. ３秒以上おいてからStartボタン をクリックします。

収録が始まり、StatusツールバーのID数表示が「001-000」

になります。

▼収録開始時は波形表示にしてください。収

録開始後にFFTまたはバーグラフ表示に切

り換えることは可能です。
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Event
▼

8. Eventボタン をクリックします。

ID数表示が「001-001」になります。

9. Rec Standbyボタン をクリックします。

１つ目のIDの収録が終わり一時停止状態になります。

動作表示は「REC PAUSE」になります。

10. Startボタン をクリックします。

２つ目のIDの収録が始まり、ID数表示が「002-000」になります。

11. Stopボタン をクリックします。

収録が停止し、つぎのメッセージが表示されます。

12. YESをクリックします。
２つのIDのデータがPCに転送されます。

※このときNOをクリックしても、

後でEdit→CopyでPCまたはリムーバブルメディアに転送できます。

▼この瞬間のスキャン数がヘッダファイルに

記録されます。

▼あらたなイベントマークは２秒以上たたな

いと、つけられません。

▼FFT表示の場合はEventボタンをクリック

してもイベントマークがつけられるのは遅

れます。これを避けるには波形表示にして

ください。

収録中の注意

収録中（REC STANDBY, RECORDING, REC PAUSE中）

につぎのような操作をするとシステムが不安定になるこ

とがありますので、できるだけしないでください。

・モニターチャネルを変更する

・表示するチャネルを変更する

・Eventボタンを２秒以内の間隔でクリックする

また、キー、マウスは２秒以上の間隔をおいて操作して

ください。

▼StartからStopまでは３秒以上おいてくだ

さい。

▼メモリー内のデータは本体の電源を切ると

失われるので、収録停止のたびにこのメッ

セージが出ます。

▼簡易リモコン使用時はリモコンのSTART

ボタンが［YES］に、EVENTボタンが

［NO］に対応します。

▼ＰＣに転送中にCancelボタンをクリック

すると、転送中のファイルではなく、次の

ファイルの転送がキャンセルされます。

▼指定したディレクトリにつぎの４つのファ

イルができます。

XXXXX001.dat

XXXXX001.hdr

XXXXX002.dat

XXXXX002.hdr

XXXXX ：入力したファイル名

▼ＰＣに転送中にＰＣ側のドライブ容量がフ

ルになった場合は「Not enough drive

space」というメッセージが出ます。この

データはＰＣに転送されていませんが、

GX-1のメモリーには残っていますので、

Edit→CopyでＰＣ側の別のドライブに転

送できます。

収録待機 開始 一時停止 再開 停止

ID 001 ID 002
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AITまたはMO、PCカードに２つのIDを収録してみます。また収録中に、デ

ータに目印となるイベントマークをつけてみます。

1. FileメニューからNewを選択します。
下のウィンドウが現れます。

リムーバブルメディアに収録してみる

3 4

2. ディレクトリツリーからAITの場合は「TAPE」を、MOの場合はMOの
中のフォルダを選択します。PCカードの場合はスロットを選択し、その

中のフォルダを選択します。（PCカードの場合はこの時にステータス表

示がNO MEDIAからDRIVE READYになります。）初めて使うMO、PC

カードのときはDirectory Nameにフォルダ名を入力します。

3. Data Set Nameに５文字までのファイル名を入力します。

4. OKをクリックします。

5. ツールバーのRec Standbyボタン をクリックします。

Statusツールバーの動作表示が「REC STANDBY」になり、モニターエ

リアに入力波形が表示されます。

6. ３秒以上おいてからStartボタン をクリックします。

収録が始まり、StatusツールバーのID数表示が「001-000」になります。

2

AITに収録時の注意

データファイルのクローズ処理はイジェ

クトの直前に行われます。

AITを装着したまま電源が切れたなどの

場合はクローズ処理が行われません。重

要な計測の場合は、不測の事態に備えて

そのつどイジェクトすることをおすすめ

します。

▼AITに収録中の波形表示の時間軸設定

収録レート（サンプリング周波数×チャネ

ル数の値）が800 k以上の場合は時間軸は

１秒に固定されます。

▼AIT/MO/PCカードに録再中のマウス動作

マウスポインタの応答が遅くなりますの

で、ファンクションキーを使ってください。

Ｆ５：Stop

Ｆ６：Rec Standby

Ｆ７：Start

Ｆ８：Event

▼AIT/MO/PCカードには上書きで収録でき

ません。メディアがフルになったら（デー

タを消去してかまわなければ）再フォーマ

ットしてください。

▼実際に収録するには事前にp. 3-5のフロー

にしたがって収録条件を設定してくださ

い。
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7. Eventボタン をクリックします。

ID数表示が「001-001」になります。

8. Rec Standbyボタン をクリックします。

１つ目のIDの収録が終わり一時停止状態になります。

動作表示は「REC PAUSE」になります。

9. Startボタン をクリックします。

２つ目のIDの収録が始まり、ID数表示が「002-000」になります。

10. Stopボタン をクリックします。

収録が停止し、収録したデータのファイルがメディアに作成されます。

▼この瞬間のスキャン数がヘッダファイルに

記録されます。

▼あらたなイベントマークは２秒以上たたな

いと、つけられません。

▼FFT表示の場合はEventボタンをクリック

してもイベントマークがつけられるのは遅

れます。これを避けるには波形表示にして

ください。

▼StartからStopまでは３秒以上おいてくだ

さい。

▼指定したディレクトリにつぎの４つのファ

イルができます。

XXXXX001.dat

XXXXX001.hdr

XXXXX002.dat

XXXXX002.hdr

XXXXX ：入力したファイル名

収録中の注意

収録中（REC STANDBY, RECORDING, REC PAUSE中）

につぎのような操作をするとシステムが不安定になるこ

とがありますので、できるだけしないでください。

・モニターチャネルを変更する

・表示するチャネルを変更する

・Eventボタンを２秒以内の間隔でクリックする

また、キー、マウスは２秒以上の間隔をおいて操作して

ください。

Event
▼

収録待機 開始 一時停止 再開 停止

ID 001 ID 002
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AITまたはMO、PCカードに収録したデータをPCにコピーします。

1. EditメニューからCopyを選択します。
下のウィンドウが現れます。

リムーバブルメディアからPCにコピーする

5 6

2. DeviceのドロップダウンリストからAITの場合は「TAPE」を、MOの場
合は「MO」の中のフォルダを選択します。PCカードの場合はスロット

を選択し、その中のフォルダを選択します。

3. コピーするデータファイルをチェックします。

4. to PCをクリックします。

5. コピー先のディレクトリを指定します。

6. OKをクリックします。
選択したデータファイルがPCに転送されます。

2

3

4 ディレクトリを参照できます。

ファイル名を変更できます。

●ファイル名の変更のしかた

1 NAMEをクリックしてチェックボックスの
チェックをはずします。

2 変更したいファイルのチェックボックスを
チェックします。

3 変更したいファイルのファイル名をクリッ
クするとファイル名が青く表示されます。

4 ファイル名指定ボックスにファイル名を入
力します。

5 複数のファイル名を変更したいときは手順
２から１つずつ繰り返します。

▼データファイルをコピーすると、それとペ

アになるヘッダファイルも同時にコピーさ

れます。

▼コピー中に、（コピー元、コピー先以外の

メディアを含めて）リムーバブルメディア

を出し入れしないでください。

選択したファイルのサイズの合計



●マウスで範囲指定してからEdit

→Zoomで拡大できます。（Time

Scaleが50 ms～1 sの時のみ）
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● クリックするとページを切り換えられ

ます。ページごとに表示チャネルを設

定できます。切り換え時に一時的にノ

イズを表示することがあります。

波形表示画面には下図のような機能があります。メモリーに収録後、この画

面ではメモリー内のデータを表示します。カーソルで値を読んだり、波形の

一部を拡大したり、表示をスクロールしたりできます。

FFT画面、バーグラフ画面から波形表示画面に切り換えるにはViewメニュー

からWave Monitorを選択するか、 ボタンをクリックします。

波形表示画面

● つまみをドラッグして表示をス

クロールできます。（再生時は停

止中にのみ）このスパンがデー

タ全体です。左右の矢印で１秒

ずつスクロールします。

● つまみをドラッグして表示をスク

ロールできます。（再生時は停止

中にのみ）このスパンが１秒です。

左右の矢印でTime Scaleの1/10

ずつスクロールします。

● モニター出力端子に出力する

チャネルを選択します。収録

中は変更しないでください。

● リストからイベント番号をクリッ

クすると、その位置のデータがウ

ィンドウの左端に表示されます。

● カーソルをドラッグする

とその位置の値がグラフ

の左に表示されます。

● クリックするとページ

が増減します。

▼収録Stop後、波形が表示されるまでに時

間がかかることがあります。

▼サンプリング周波数が200 kHzのときは間

引きしたデータが表示されます。

● 時間軸のスケールを選択します。

サンプリング周波数により制限

があります。次ページを参照し

てください。
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サンプリング 時間軸設定
周波数 50 mS 100 ms 200 ms 500 ms 1 s 2 s 5 s 10 s 20 s 50 s 100 s Note

1 Hz — *1 — *1 — *1 — *1 OK OK OK OK OK OK OK *5

2 Hz — *1 — *1 — *1 — *1 OK OK OK OK OK OK OK *5

5 Hz — *1 — *1 — *1 — *1 OK OK OK OK OK OK OK *5

10 Hz — *1 — *1 — *1 — *1 OK OK OK OK OK OK OK *5

20 Hz — *1 — *1 — *1 — *1 OK OK OK OK OK OK OK *5

50 Hz — *1 — *1 — *1 — *1 OK OK OK OK OK OK OK *5

100 Hz — *1 — *1 — *1 — *1 OK OK OK OK OK OK OK *5

200 Hz OK OK OK OK OK OK OK OK OK OK OK *5

500 Hz OK OK OK OK OK ∆ *2 ∆ *2 ∆ *2 ∆ *2 ∆ *2 ∆ *2 *5

1 kHz OK OK OK OK OK ∆ *2 ∆ *2 ∆ *2 ∆ *2 ∆ *2 ∆ *2 *5

2 kHz OK OK OK OK OK ∆ *2 ∆ *2 ∆ *2 ∆ *2 ∆ *2 ∆ *2 *5

5 kHz OK OK OK OK OK — — — — — —

10 kHz OK OK OK OK OK — — — — — —

20 kHz ∆ *3 ∆ *3 ∆ *3 ∆ *3 OK — — — — — —

50 kHz ∆ *3 ∆ *3 ∆ *3 ∆ *3 OK — — — — — —

100 kHz ∆ *3 ∆ *3 ∆ *3 ∆ *3 OK — — — — — —

200 kHz ∆ *3 ∆ *3 ∆ *3 ∆ *3 OK — — — — — — *6

2.5 kHz OK OK OK OK OK — — — — — —

12.5 kHz ∆ *3 ∆ *3 ∆ *3 ∆ *3 OK — — — — — —

25 kHz ∆ *3 ∆ *3 ∆ *3 ∆ *3 OK — — — — — —

External — *1 — *1 — *1 — *1 OK OK *4 OK *4 OK *4 OK *4 OK *4 OK *4

■波形表示の時間軸とサンプリング周波数

*1 Time Scaleのドロップダウンリストに選択肢は表示されますが、選

択できません。

*2 マルチサンプリングの設定が有効になっている場合は選択できま

せん。

*3 メディアがAITで、収録レートが800 k以上の時は選択できません。

（1秒に固定されます。）

*4 外部クロックの周波数が高い場合、波形が乱れることがあります。

*5 2 s～ 100 sの時間軸が選択できるのは、最大サンプル周波数が2

kHz以下の場合のみです。波形が表示されるまでに約3秒かかりま

す。（ベースサンプリング周波数が10 Hz以下では約6秒かかりま

す。）また2 s～100 sでは2チャネル以下の表示はできません。（収

録は可能です。）

*6 サンプリング周波数200 kHzでの再生時は、波形表示はできません。
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FFT画面には下図のような機能があります。

波形表示画面、バーグラフ画面からFFT画面に切り換えるにはViewメニュ

ーからFFT Monitorを選択するか、 ボタンをクリックします。

FFT 画面

● 平均値を表示します。

（最新のデータ）と、（ひとつ

前の瞬間に表示した平均値）

との平均値を表示します。

● ピーク値をホールドします。

PEAKボタンをクリックして

からのピーク値を表示します。

● カーソル位置の値がグラ

フの左に表示されます。

● ステータスバーの右端でFFT

解析の窓関数を選択します。

●［Guide on max］にするとカーソ

ルが自動的に最大値に追随します。

［Guide free］にするとカーソルを

任意の位置にドラッグできます。

● 横軸の目盛りをLIN

（線形）、LOG（対数）

から選択します。

▼FFT表示はサンプリング周波数が50 kHz

までの場合に可能です。

▼FFTのポイント数は256ポイントです。
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バーグラフ画面には下図のような機能があります。

波形表示画面、FFT画面からバーグラフ画面に切り換えるにはViewメニュー

からBar Graphを選択するか、 ボタンをクリックします。

バーグラフ画面

● 有効なチャネルのインジケー

タは緑になります。

● ＋側のピーク値と－側のピーク値をホー

ルドします。

クリアするには ボタンを押します。

▼バーグラフ表示はサンプリング周波数が

50 kHzまでの場合に可能です。
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▼PC側のメディアに収録したデータを再生

することはできません。

▼アナログ出力アンプAR-GXAOを実装すれ

ばアナログ再生が可能です。

本体に内蔵のデバイス（メモリーまたはリムーバブルメディア）に収録した

データを波形で表示することが可能です。

再生する

5

1. モニターエリア左側のPLAYタブがアクティブな場合
はNORMALタブをクリックします。

2. FileメニューからOpenを選択します。

3. 右図のダイアログで、再生したいデータファイルが入
っている場所を選択します。

4. 再生したいデータファイル（.datファイル）を選択し
ます。

5. OKをクリックします。PLAYタブがアクティブにな
り、画面が下図のように変わります。

4

▼リムーバブルメディアに収録したデータを

選択したときは画面が変わるまでに少し時

間がかかります。

▼この画面での操作は収録中のモニターと同

様です。データのIDは表示されません。

▼再生中に表示チャネルを変更しないでくだ

さい。また、波形表示からバーグラフ表示

に切り換えないでください。

3

● アナログ出力アンプを実装してあるチャ

ネルではなく、収録したチャネルを選択

してください。

再生時のツールバーの使い方

● 選択したデバイスに収録さ

れているファイルがリスト

されます。その上には収録

時のシグナルコンディショ

ナの状態が表示されます。

Stop時に次のIDの先頭へ

Start

Stop時に１つ前のIDの先頭へ

Stop

● 再生から収録に戻るときは
ここをクリックします。

● 出力アンプからの出力波形を確認でき
ます。（最高100 kHzサンプリングまで）

● 再生したい位置の頭出しができます。選択したデータ内の

再生したい位置にスライダを合わせ、Searchをクリックし

ます。SearchがSearch completeに変わったらStartボタ

ンをクリックするとそこから再生できます。Searchボタン

の左の窓にはデータの長さ（分：秒）が表示されます。
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▼低いサンプリング周波数で収録したデータ

を再生する場合は波形が表示されるまでに

時間がかかることがあります。収録時間が

短いデータの場合には波形が表示される前

に再生が終了してしまうことがあります。

▼再生速度は収録時のサンプリングと同じに

なります。

▼AITテープからの再生

収録レート（サンプリング周波数×収録チ

ャネル数の値）が800 k以上の場合は連続

で再生できません。AITからバッファに貯

えたデータが空になると、いったん一時停

止状態になります。このときはStartボタ

ンをクリックすればその続きを再生しま

す。

▼AITから再生中の波形表示の時間軸設定

収録レートが800 k以上の場合は時間軸は

１秒に固定されます。

▼ここで説明する設定変更はSetup→

Paramsによる設定に反映されません。

6. Startボタン をクリックすると再生が始まります。

7. 再生を一時停止するにはStopボタン をクリックします。

データのその位置で再生が一時停止します。Stopボタンを２回クリック

するとデータの先頭に戻って停止した状態になります。

再生を再開するにはStartボタンをクリックします。

8. 同じデバイスに収録された他のファイルを再生するには、PLAYタブから
希望のファイルをダブルクリックし、Startボタンをクリックします。

■アナログ出力アンプの設定

アナログ出力アンプはシグナルコンディショナの設定と同様にSetupメニ

ューのParamsで設定しますが、再生したいファイルを開いてから設定を変

更したいときはつぎの手順で変更することができます。

1. ツールバーの ボタンをクリックします。

出力波形表示画面になります。

2. ツールバーの ボタンをクリックします。

3. 下図のダイアログで、再生したいチャネル、出力レンジ、オフセット、
フィルタ周波数を選択します。

4. OKをクリックします。

出力レンジを設定します。入力アン
プによっては入力レンジ・単位と出
力レンジ・単位を一致させることが
できません。

オフセットを設定します。

出力フィルタのカットオフ周波数を
選択します。

設定するチャネルを

クリックします。

再生したいチャネルのスロットを選択します。

拡張ユニットのスロット番号は８を足した番号で

表示されます。

チェックすると、こ

のダイアログでの設

定が出力波形表示画

面に表示されます。
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■記録時と異なる速度での再生

再生時に記録時と異なるサンプリング周波数を選択する

ことができます。再生ファイルを選択してからSetupメ

ニューのParamsでBase Sampleの設定を変更します。

記録時と異なるサンプリング周波数を選択すると、モニ

ターエリア左側のPLAYタブに、再生時と記録時の2つの

ベースサンプリング周波数が表示されます。

再生時 記録時

※マルチサンプリングで記録したファイルを再生する場

合は、2.5 kHz、12.5 kHz、25 kHz、50 kHz、100 kHz、

200 kHzのサンプリング周波数を選択できません。

※内部サンプリングで記録した場合は外部サンプリング

では再生できません。逆に、外部サンプリングで記録

した場合は内部サンプリングでは再生できません。

※メモ音声をMIXモードで録音した場合は、選択した再

生速度で再生可能で、計測データと同じタイミングで

音声が再生されます。ただし再生音質は劣化します。

※音声をAFTERモードで録音した場合は、音声の再生速

度を変換できません。したがって、再生音のタイミン

グは計測データとずれます。再生速度を上げた場合は

データの再生よりも音声が遅くなり、再生速度を下げ

た場合はデータの再生よりも音声が早くなります。

※ Statusツールバーの経過時間表示は記録時の経過時間

を表します。

※ Searchボタンの左の時間表示は記録時の時間的な位置

を表します。

※記録時と同様に再生時も、内蔵ドライブの最大転送レ

ートを超えるレートでは再生できません。（p. 1-5参照）

※再生時の波形表示画面の時間軸は、再生時の実時間を

表します。

■記録時と異なるアンプ構成での再生

記録時と異なるアンプ構成で再生する場合は、アナログ

出力アンプだけをスロット番号の若い順につめて実装し

てください。この場合（アナログ出力アンプだけで再生

する場合）の波形表示はViewメニューのOutput Monitor

で表示させてください。Wave Monitorではできません。
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簡易リモコンの使いかた

簡易リモコンER-GXRCでは収録・再生の開始・停止

およびイベントマークの書き込みをコントロールできま

す。パソコンからの操作と併用できます。

■接続する

専用のケーブルで本体リアパネルのER-GXRCコネク

タと接続してください。

※接続はGX-1本体の電源を入れる前でも、入れてから

でもかまいません。

■各ボタンの機能

ER-GXRC REMOTE CONTROL UNIT

START STOP REC
STANDBY EVENT

収録待機状態になります。

収録待機状態で押すと、

収録を開始します。

再生時は再生を開始し

ます。

収録待機状態または収録中に押すと、収録を

停止します。再生時は再生を停止します。

収録中に押すと、イ

ベントマークが書き

込まれます。

外形寸法： 約90W×30H×55D (mm)（突起部を除く）

質量： 本体約160 g ケーブル約90 g
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■ PCなしで記録する

パソコンを接続しないで簡易リモコンER-GXRCだけで

AIT、MOなどの記録メディアに記録することができます。

GX NaviのSystem画面右上のStand Alone/Auto Ejectで

ON/OFFを選択します。

●ON/OFFを選択すると

ER-GXRCだけでGX-1の記録コントロールができるモー

ドです（Stand AloneがON）。GX Naviからもコントロー

ル可能で、その場合はGX Naviを終了した時にメディア

をイジェクトしません（Auto EjectがOFF）。

※記録メディアの選択、各種パラメータの設定は、記録

前にGX Naviで行っておく必要があります。

※メディアのイジェクトは、GX Naviを使用しないでER-

GXRCからコントロールしている場合はSTOP時にド

ライブのイジェクトボタンで行います。必ずドライブ

のBUSYランプが消えている時に行ってください。GX

Naviでコントロールしている場合はGX Naviから行い

ます。

※ AIT記録がSTOP（PAUSEも含む）したときにカタロ

グ情報（AITテープ中の全ファイルの情報をまとめた

もので、書込みには約1分かかります）を記録します

ので、すぐに次の記録スタートとなった場合には内部

メモリを使って記録データをバッファリングして対応

します。本モードで「記録STOP→すぐにSTART」を

繰り返すと、内部バッファを消費し続け、記録中に内

部バッファがフル状態になった場合には、記録は自動

的にSTOPします。

※新たなAIT記録後にイジェクトを忘れて電源を切った

場合でも、カタログ情報はすでに記録されています。

※マイクアンプ（AR-GXMC）のキャリブレーションと、

ひずみアンプ（AR-GXST）のゼロバランスは、電源投

入後に行う必要があります。マイクアンプまたはひず

みアンプを使用するシステムでPCなし記録を行う場合

は、まずPCを接続してGX Naviよりキャリブレーショ

ンもしくはゼロバランスを実行し、GX Naviを終了後、

GX-1の電源を入れたままPCをGX-1からはずし、記録

を開始してください。

●OFF/ONを選択すると

このモードでは、ER-GXRCだけではGX-1の記録コント

ロールができません（Stand AloneがOFF）。必ずパソコン

を接続しGX Naviを使用します。GX Naviを終了すると自

動的にメディアをイジェクトします（Auto EjectがON）。

※メディアのイジェクトはGX Naviからコントロールし、

ドライブのイジェクトボタンは禁止となります。

※ AIT記録のカタログ情報は、イジェクト時に一括して

記録されます。

※新たなAIT記録後にイジェクトを忘れて電源を切った

場合などにはカタログ情報が記録されませんが、カタ

ログ情報の復旧機能があります。ただし時間が数十分

かかることがあります。

PCカードに記録する場合は

PCカードに記録する場合は、イジェクトはマニュアル操

作になりますので、ON/OFFを選択しても、OFF/ONを選

択しても、動作は同じです。また、パソコンを接続しな

いで簡易リモコンだけで記録する場合は、GX Naviでどち

らのスロットを選択したかにかかわらず、上下両方のス

ロットにPCカードが入っていると上のスロットに記録さ

れ、どちらか片方だけにPCカードが入っていると、その

カードに記録されます。
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■ New

新規データの取り込み先の選択、およびデータファイル名の入力を行います。

Fileメニュー

1. データを収録するメディアまたはフォルダを指定します。初めて使うMO、

PCカードに収録するときはDirectory Nameにフォルダ名を入力します。

PCを指定するときはDirectory Nameでフォルダを指定することができま

す。

2. ファイル名を入力します。英数字で５文字まで入力できます。この５文字

に001から始まる３桁のID番号がつき、合計で８文字になります。

3. 英数字で80文字までのコメントを入力できます。これはヘッダファイル

に書き込まれます。

4. Realtimeをチェックすると、GX-1の内蔵メモリーを介さずに直接PC側の

メディアに収録データを転送します。（リアルタイム転送）

このモードで収録中はつぎのような制約があります。

・PCで波形表示などのモニターができない。

・収録経過時間が表示されない。

・Rec Standby、Eventボタンが効かない。

・簡易リモコン（ER-GXRC）で操作できない。

▼収録するメディアにGX-1のMEMORYを

指定した場合は、収録停止後にメモリー上

のデータをEdit→CopyでPCに転送して

ください。収録停止後にふたたび REC

STANDBYにするとメモリー上のデータは

クリアされます。

▼４文字以内にすると、３桁の番号との間は

「0」で埋められ、合計で８文字になります。

▼拡張子はいりません。つけなくても自動的

にデータファイルは「.dat」に、ヘッダフ

ァイルは「.hdr」になります。

▼リアルタイム転送できるのは＜サンプリン

グ周波数×チャネル数＞の値が1500 kHz

以下の場合です。

▼リアルタイム転送時はPCのハードディス

クの残容量が150 MB以下になる前に収録

Stopしてください。

▼PCのメモリーが小さくてGX-1の転送速度

に追いつかなくなると、GX-1のメモリー

がフルになった時点で収録は停止します。

そこまでのデータは転送されます。

5

1

2

3

4
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▼アクティブなウィンドウとは

タイトルバーが青く表示されているウィン

ドウのこと。アクティブにするにはウィン

ドウのどこかをクリックします。

5. File number auto incrementをチェックすると、ファイル名につく３桁の

ID番号が、収録を停止後（または一時停止後）に再開するたびに自動的

にインクリメントします。チェックしないと、PCに収録する場合は収録

停止後あらたに収録を始めるたびにID番号は001から始まり、同名のデー

タファイルがすでにある場合には上書きされます。リムーバブルメディア

への収録時に同名のデータファイルがすでにある場合は、チェックする／

しないにかかわらず、その最後の番号の次から始まります。また、ファイ

ル名を変更すると自動的に001から始まる連番になります。

■ Open

メモリーまたはリムーバブルメディアに収録済みのデータファイル（.dat

ファイル）を開き、再生します。詳細は「基本的な操作」を参照ください。

■ Format

リムーバブルメディアを再フォーマットします。MO、PCカードのフォー

マットはすぐに終わりますが、AITのフォーマットには約３分かかります。

８文字までのボリュームラベルを入力できます。

■ Print

波形、FFTのウィンドウを印刷します。複数のウィンドウを表示している

ときは、印刷したいウィンドウをアクティブにしてからこのPrintメニュー

を選択してください。Edit→Zoomで拡大した波形も印刷できます。

■ Print Preview

波形、FFTウィンドウの印刷イメージを表示します。

■ Print Setup

プリンタの設定をします。

▼チェックしなくても収録開始→収録一時停

止の繰り返しならば ID番号は自動的にイ

ンクリメントします。

▼ファイル名の最後の桁が数字の場合はその

数字もID番号の一部となります。

例）ファイル名を「GX1」とした場合：

GX100001

↓インクリメント

GX100002

↓インクリメント

GX100003

つぎにファイル名を「GX」と指定して同

じフォルダに収録すると、GX100004から

インクリメントします。
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■ Print Option

プリントアウトに見出しなどを追加します。

1. Headerにはグラフの上に印刷するヘッダーを英数字で入力します。

2. Footerにはグラフの下に印刷するフッターを英数字で入力します。

3. Draw line on the footer stringをチェックすると、フッターの上に線を引

きます。

4. Draw line under the header stringをチェックすると、ヘッダーの下に線

を引きます。

5. Add the timeをチェックすると、PCの現在の時刻を印刷します。

6. Figure Numberをチェックすると、ヘッダー、フッターとは別に図の名前

を印刷できます。印刷する文字をその下のStringのフィールドに入力して

ください。図の上に印刷するか、下に印刷するかをOn the imageまたは

Under the imageで選択してください。

■ Save as Bitmap

波形、FFTウィンドウの印刷イメージをBMPファイルで保存します。この

BMPファイルはWindowsの「ペイント」で開くことができます。

■ Reset Setting Data

SetupメニューのSystem、Misc、Paramsの設定内容をリセットします。

GX-1本体のメモリーに保存されている設定内容もリセットされます。リセ

ットした直後に収録する場合はチャネルセレクトパレットでALLをクリック

し、全チャネルを表示してください。

1

2
3

4 5

6
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■ Exit

このアプリケーションを終了します。

■ Zoom

データ収録後に、表示している波形の一部を拡大できます。拡大したい部

分をマウスの左ボタンを押しながらなぞるようにすると、その部分の表示が

反転します。つぎにこのZoomを選択すると、その部分を拡大したウィンド

ウが現れます。拡大した部分をFile→Printで印刷することもできます。拡大

したウィンドウを閉じるにはクローズボタン をクリックしてください。

■ Copy

データファイルをコピーします。

Editメニュー

▼データファイルをコピーすると、それとペ

アになるヘッダファイルも同時にコピーさ

れます。

▼MOドライブとPCカードスロットを共存

させた場合、MOとPCカード間のコピー

はどちらの方向もできません。

▼コピー中に、（コピー元、コピー先以外の

メディアを含めて）リムーバブルメディア

を出し入れしないでください。

1. Deviceからコピー元のメディアまたはフォルダを選択します。

2. コピーするデータファイルをチェックして選択します。

3. PCにコピーするときは to PCをクリックし、ディレクトリを指定します。

4. リムーバブルメディアにコピーするときはデバイスを選択します。MO、

PCカードにコピーするときは右のボックスでフォルダを選択します。

1

2

3

4

ディレクトリを参照できます。

ファイル名を変更できます。（p. 3-10）

選択したファイルのサイズの合計
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■ Sort

波形表示のとき表示するチャネルをチャネルセレクトパレットで変更する

と、ウィンドウ内のグラフの順序がそろわなくなります。このときにグラフ

をチャネル順に並べかえる機能です。Ascendingを選択すると上からチャネ

ル番号の小さい順に、Descendingにするとチャネル番号の大きい順に並び

かわります。

1. Voice Memo

メモ音声を録音するにはVoice MemoからMIX、BEFORE、AFTERのい

ずれかを選択します。それぞれのモードの詳細は次のページで説明します。

2. IRIG

IRIGをONにすると収録開始時にGX-1の内蔵時計が、DIGITAL CON-

TROLコネクタに入力するIRIG-Bタイムコードで補正されます。

ONにした場合は必ずIRIG-Bタイムコードを入力してください。入力しな

いとRec Standbyにできません。

3. Count

Countはサンプリング周波数のｋ（キロ）の単位を1000とするか1024と

するかを選択します。

■ System

収録動作にかかわる設定をします。

Setupメニュー

▼Countで「1024」を選択すると、キロ未満

のサンプリング周波数も500→512、200

→204.8、100→102.4のように変わりま

す。ただしPARAMSメニューでの表示は

変わりませんのでご注意ください。ま

た、＜サンプリング周波数×チャネル数×

1.024＞が3200 kHzを超えないようにご注

意ください。

▼サンプリング周波数が200 kHzの場合は1k

= 1000に設定してください。

▼設定の保存

このSetupメニューの設定内容はGX-1本

体のメモリーに保存され、ソフトGX Navi

を立ち上げた時にPCに読み込まれます。

1

2

3

7

8

9

4

5 6

PCと切り離して簡易リモコン

ER-GXRCだけで記録するとき

にON/OFFを選択します。
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● メモ音声の録音・再生について
メモ音声の録音方法にはつぎの３つのモード

があります。

MIX：

データ収録と同じサンプリング周波数で録音し

ます。音声として判別できるようにするために

はサンプリング周波数を5 kHz以上に設定してく

ださい。メモ音声のデータはデータファイルの

最後のチャネルに追加され、１チャネル分のデ

ータとして数えられますので、サンプリング周

波数×（チャネル数＋１）の値が3200 kHzを超

えないようにしてください。このメモ音声デー

タは市販のソフトでWAVEファイルに変換でき

ます。

再生時もMIXを選択してください。

BEFORE：

データ収録の前にメモ音声を録音します。デー

タ収録中はメモ音声は録音できません。

Rec Standbyから最長約４分間録音できます。４

分以内でもRec Start すると録音は終了します。

再生時はFile→Openでデータを選択すると、そ

の時点から音声の再生を開始しますが、Startボ

タンをクリックすると音声の再生は終了します。

メモ音声のデータはデータファイル、ヘッダフ

ァイルとは別のWAVEファイルに記録されます。

このWAVEファイルはEdit→Copyで、データ

ファイルと一緒にコピーされます。また、

WindowsのMedia Playerで再生することができま

す。

AFTER：

データ収録開始後にメモ音声を録音します。Rec

Startすると録音を開始しますが、プリトリガ／

ポストトリガ収録時は開始タイミングが異なり

ます。また、プリトリガ／ポストトリガ収録時

はFile→Openではメモ音声を再生できません。

AITに収録するときはこのモードは選択できませ

ん。

メモ音声のデータは上述のBEFOREモードと同

様にWAVEファイルに記録されます。

Rec Standby Rec Start Stop

Data

Voice
Normal

PreTrigger

PostTrigger

Pre-time

Data

Data

max. 4 min.

Voice
max. 4 min.

Post-time

Voice
max. 4 min.

Rec Standby Rec Start Stop

Data

Voice
Normal

PreTrigger

PostTrigger

Pre-time

Data

Data

Post-time

Voice

Voice

Rec Standby Rec Start Stop

Data

Voice
Normal

PreTrigger

PostTrigger

Pre-time

Data

Data

Post-time

Voice

Voice
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4. Pre/Post Trigger

Pre/Post Triggerをチェックすると、プリトリガ／ポストトリガの収録動

作になります。Pre Trigger、Post Triggerのいずれかを選択してください。

つぎに右端のボックスで指定時間を秒（Second）で設定するかまたはスキ

ャン数※（Scan）で設定するかを選択し、その左のボックスで秒数

（10000以下）、スキャン数（2147483647以下）を設定してください。

※「スキャン」については「ファイルフォーマット」を参照ください。

●プリトリガの動作

プリトリガは収録開始前のデータを取り込めます。REC STANDBYにする

とバッファにデータをため始めます。このバッファには指定時間分の最新

のデータを保持します。収録STARTすると、START以前の指定時間分の

データからが収録データとなります。

▼Pre/Post Trigger と、つぎに説明する

Trigger Recとを併用できます。

▼プリトリガの設定可能時間はメモリー容

量、サンプリング周波数、チャネル数によ

り変わります。メモリーの容量から可能な

時間を超えないように設定してください。

▼外部サンプリング時は、指定時間を「秒」

で設定できません。

指定時間

収録データ

Rec Standby Start Stop

指定時間

収録データ

Rec Start Stop

● ポストトリガの動作
ポストトリガは収録STARTから指定時間おいてからデータを取り込みま

す。

▼Rec StandbyからStartまでの時間はプリ

トリガ指定時間より１秒以上長くしてくだ

さい。

例）５秒のポストトリガを設定した場合

STARTの５秒後からのデータを収録しま

す。したがって、START 後５秒以内に

STOPしたときはデータは収録されませ

ん。

▼STARTから指定時間内はStatusツールバ

ーの動作表示が「REC POST」になり、

Rec Standbyボタンは効きません。また、

この間Stopボタンを押さないでください。



収録データポスト時間

Rec Timeプリ時間
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5. Trigger Rec

Trigger Recをチェックすると、指定チャネルのレベル変化をトリガとし

て収録を開始します。REC STANDBYにするとレベルを監視し始め、トリ

ガ条件が成立すると収録を開始します。

6. Setup

Setupボタンをクリックしてチャネルとレベルを設定してください。

複数のチャネルを指定したときは、ANDをチェックすると指定したすべ

てのチャネルでトリガ条件が成立したときに収録を開始し、ORをチェッ

クすると指定したいずれかのチャネルでトリガ条件が成立したときに収録

を開始します。

7. Repeat

レベルトリガによる収録を自動的に繰り返すには、Repeatボタンをクリ

ックして繰り返し回数と収録時間を設定してください。

［Trigger Rec］の設定

▼Trigger Recと、前述のPre/Post Triggerと
を併用できます。

▼収録開始から停止までの時間はRepeatボ
タン→Rec Timeで設定できます。

▼レベルトリガ設定時でサンプリング周波数
100 kHz以上のときは、収録待機中／収録
中のStatusツールバーとコントロールパネ
ルの収録経過時間の表示は止まります。

▼レベルトリガ設定時でサンプリング周波数
50 kHzの場合にFFT表示にするときは、
トリガ監視チャネルを表示させないでくだ
さい。

▼繰り返し回数分のIDができます。
▼リアルタイム転送時はRepeatはできませ
ん。

Channel： 設定するチャネルを選択します。

Start Status： トリガレベルをフルスケールに対する％で

設定し、その右のボックスでUP／DOWN

を選択します。

UP： 入力がトリガレベルより高くなると収録開

始する。START時点ですでにトリガレベ

ルより高ければただちに収録開始する。

DOWN： 入力がトリガレベルより低くなると収録開

始する。START時点ですでにトリガレベ

ルより低ければただちに収録開始する。

IGNORE： レベル監視チャネルになりません。

Select all： 全チャネルを選択します。

Set select CH：選択した複数のチャネルを同時に設定しま

す。

［Repeat］の設定

Repeat Count：繰り返し回数（100回まで）を設定します。

Rec Time：収録時間を設定します。収録開始から停止ま

での時間です。「時刻」ではありません。

３秒以上に設定してください。

▼レベルトリガでRepeat動作をするときは、
波形表示にしてください。また、収録停止
から３秒以内につぎのトリガがかからない
ようにしてください。

▼Trigger RecとPre/Post Triggerとを併用し

た場合のRec Timeは下図の時間になりま

す。

収録データ

トリガ Stop

Rec Time

トリガ Stop
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8. Timer Rec

Timer Recをチェックすると、GX-1本体に内蔵の時計でタイマー動作を

します。Singleでは指定時刻に収録を開始し停止するという動作を１回だ

け行います。Intervalでは指定時刻に収録を開始し停止するという動作を

指定回数だけ繰り返します。詳細はSetupボタンをクリックして設定しま

す。タイマー動作にするには設定後REC STANDBYにしてください。

［Single］の設定

［Interval］の設定

▼Timer Recと、前述のPre/Post Triggerと

を併用できます。

▼繰り返し回数分のIDができます。

▼リアルタイム転送時はIntervalはできませ

ん。

Start Time：収録開始の日付と時刻を設定します。

Rec Time：収録時間を設定します。

Start Time

Interval Time

Rec Time

１回（times）

Interval Time

Rec Time

2回（times）

Start Time：収録開始の日付と時刻を設定します。

Interval Time： 最初の収録開始からつぎの収録開始までの時間を設定し

ます。６秒以上に設定してください。timesで繰り返し

回数（100回まで）を設定します。

Rec Time：収録時間を設定します。３秒以上に設定してください。

Start Stop Start Stop

▼Timer RecとPre/Post Triggerとを併用し

た場合のRec Timeは下図の時間になりま

す。

プリ時間

収録データ

Start Time Stop

Rec Time

ポスト時間

Rec Time

Start Time Stop

収録データ

▼Interval動作をするときは波形表示にして
ください。

▼AITで Interval動作をするときは［Interval
Time］－［Rec Time］の時間が15秒以上
になるように設定してください。
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■Misc

1. FanはGX-1本体の冷却ファンを収録STARTから５分間止める機能です。

騒音測定などのときに便利です。（REC STANDBY中は止まりません。）

ONにするとファンは止まりません。

2. Clock SetはGX-1本体の内蔵時計を修正する機能です。日付けと時刻を

入力してOKをクリックすると、その瞬間から内蔵時計が動き始めます。

PC ClockをチェックしてからOKをクリックすると、GX-1本体の時計を

パソコンの時計に合わせることができます。

■ Params

収録パラメータをチャネルごとに設定します。

▼シグナルコンディショナを実装

してないスロット

2 34 5 6

7

8

1

2

▼ファンを止めるのはDC電源使用時だけに

してください。ACアダプタ、バッテリパ

ック使用時はファンを止めないでくださ

い。

▼ファンを止めて収録した場合はつぎに収録

を開始するまでに５分以上時間をおいてく

ださい。

▼ポストトリガ、レベルトリガ、タイマー動

作のIntervalモードではファンを止めない

でください。

▼「AMP」にはシグナルコンディシ

ョナの種類を読み込んで表示しま

す。

▼「CH NAME」にチャネル名を入力

できます。英数字で16文字まで入

力できます。

9p. 3-39参照 1
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パラメータを設定するには、まず設定するチャネルの行をクリックして反

転させます。つぎにその行の設定項目をクリックすると選択肢のリストが現

れますので、そこから選択してください。

1. Property

設定するチャネルの行を反転させてからPropertyボタンをクリックする

とダイアログボックスが現れます。このダイアログボックスでは

「Parameters」ウィンドウで設定できる項目に加えて、シグナルコンディ

ショナによってはゼロバランスをとったり校正したりすることができま

す。詳細は「各種アンプについて」を参照ください。

●入力レンジ選択時の注意

AD変換値は選択したレンジの±131%の範囲をとり得ますが、入力余

裕度は約±120%です。入力が±120%を超えないようにレンジを選択

してください。

2. Parames Save

パラメータ設定を「.prm」または「.txt」ファイルとして保存します。

3. Parames Load

「.prm」ファイルを読み込みます。読み込む前に、保存した時と同一の収

録メディアを同一のスロットに実装してください。読み込むと、File

Name（図中4）にファイル名が表示されます。その後Parametersウィン

ドウでOKをクリックすると、そのファイルの内容でGX-1本体が設定さ

れます。

5. Base Sample

全チャネルに共通のサンプリング周波数を決めます。マルチサンプリング

の場合はこの周波数を基本周波数として、その10倍の周波数を選択でき

ます。外部サンプリングのときはExternalに設定してください。

●外部サンプリング時の注意

※＜サンプリング周波数×チャネル数＞が3200 kHz以下になるようにし

てください。

※バーグラフ表示は外部クロックが50 kHz以下の場合に可能です。FFT

表示はできません。波形表示するときはスロットの両チャネルともに

表示させてください。波形表示の時間軸は1秒に固定されます。

※外部サンプリングとレベルトリガを併用する場合は外部クロックを100

kHz以下にしてください。

※外部クロックの周波数が低い場合は波形が表示されるまで収録Startし

ないでください。波形が表示される前にStartすると収録開始直後のデ

ータがゼロデータになることがあります。

▼「.txt」ファイルは下のParames Loadの機

能では読み込めません。

▼読み込んだ「.prm」ファイルを保存した時

点と現在とで実装してあるシグナルコンデ

ィショナが異なるなどの矛盾がある場合は

エラーとなります。

▼ここでの k（キロ）の単位は、Setup →

SystemのCountの設定にしたがって1000

または1024になります。

▼＜サンプリング周波数×チャネル数＞が

3200 kHz以下になるように設定してくだ

さい。AITに収録するとき、リアルタイム

転送時はこの値が1500 kHz以下になるよ

うに、MOの場合は200 kHz以下、PCカ

ードの場合は50 kHz以下になるように設

定してください。

▼スロットの片方のチャネルを INにしたら

他方のチャネルもINにしてください。

▼フィルタのカットオフ周波数はスロットご

との設定になります。

▼このダイアログボックスは、設定するチャ

ネルの行をダブルクリックしても表示させ

ることができます。
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●外部クロックをスィープするとき

Base SampleでExternalを選択すると、Sweepのチェックボックスが

現れます。外部クロックをスィープしたいときはここをチェックして

ください。チェックしてない場合は、一定の周波数を入力してくださ

い。スィープするときは下記の点に注意してください。

※スィープできるのは20 kHzまでです。20 kHz以上では一定の周波数を

入力してください。

※外部クロックの周波数は連続的に変化させてください。不連続に変化

させると収録できないことがあります。

※外部クロックの周波数が低い場合はRec Standbyボタンを押してから

波形表示が出るまでに時間がかかります。（例：1 kHzで約2分30秒）

※スィープ時はバーグラフ表示にできません。

6. Multi

Multiをチェックすると、Base Sampleで設定した基本周波数の10倍のサ

ンプリング周波数を設定できます。この設定はシグナルコンディショナご

と（つまり２チャネルずつ）の設定となります。ひとつのチャネルのサン

プリング周波数を変更すると、同じスロットのもうひとつのチャネルのサ

ンプリング周波数も変更されます。

●マルチサンプリング時の注意

※マルチサンプリングの場合はBase Sampleを20 kHzまでにしてくださ

い。

※外部サンプリングのときはマルチサンプリングできません。

※マルチサンプリングで収録したデータファイルはそのままでは市販の

解析ソフトで読み込めません。

※MIXモードでメモ音声を収録するときは、音声のサンプリングは基本

周波数で行われます。

※収録されるデータには位相差はありません。しかし、再生時の波形表

示には位相差が発生します。

※ 5 Hz以下のBase Sampleでマルチサンプリングを行った場合、再生時の

波形表示が乱れることがあります。

7. MISC

各シグナルコンディショナに特有の設定項目は各チャネルのMISC1～3で

設定します。ここにはそのMISCの内容が表示されます。この例では第１

チャネルのDCアンプのMISC1はカットオフ周波数であることを示してし

ます。

8. Same Setting

あるチャネルの行をクリックして反転させてからSame Settingをクリッ

クすると、同種のシグナルコンディショナのすべてのチャネルが同じ設定

になります。
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▼この「.gxs」ファイルは、「.prm」ファイ

ルとは異なります。「.prm」ファイルはパ

ラメータ設定だけを保存します。

▼読み込むファイルの内容によっては読み込

みに時間がかかることがあります。

■ Save Setting

SetupメニューのSystem、Misc、Paramsの設定内容を「.gxs」ファイル

として保存します。不測の事態に備えて保存することをおすすめします。

■ Load Setting

「.gxs」ファイルを読み込みます。読み込む前に、保存した時と同一の収

録メディアを同一のスロットに実装してください。読み込むとその時点で、

そのファイルの内容でGX-1本体が設定されます。

9. Change Unit

ヘッダファイルに書込む単位（VERT_UNITS）を物理量ではなく工学単位

で書込み、それに合わせて係数（SLOPE）を換算してヘッダファイルに書

込むことができます。Change Unitボタンをクリックすると下図のボック

スが現れますのでリストから希望のチャネルをクリックし、下部の等式に

値と単位を入力してください。

【設定例】

風速50 m/secを10 V（0 m/sec＝0 Vとして）で出力する風速計の信号を収

録する場合に±10 Vのレンジを選ぶと、VERT_UNITSは「V」、SLOPEは

10 / 25000 = 0.0004になります。この場合、Change Unitで下図のように設

定してやると、VERT_UNITSが「m/s」、SLOPEが0.002となります。

▼単位名は半角で4文字までです。

▼波形表示画面でグラフの左側に表示される

単位もここで設定する単位に変更されま

す。

▼この設定は保存されません。

▼マイク入力アンプ、熱電対入力アンプの単

位は変更できません。

ヘッダファイルのSLOPEの行に書き込む係数の形式を選択できます。

Decimal Format： 小数点形式で書き込む（例：12.3456789）

Exponential Format：指数形式で書き込む（例：1.2345E+01）
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Further Info

■ Toolbar

表示するツールバーを選択します。チェックマークをつけるとそれぞれ下

記のツールバーが表示されます。

View メニュー

Tile Vertical

FFT表示

Tile Horizontal

Output Monitor

Cascade

波形表示

Main：

Status：

動作 メッセージ

ID数

収録を開始してからの IDの数が表示さ

れます。ハイフンの後ろの数は１つのID

の中のイベントマークの数です。Stop

ボタンを押すとリセットされます。

再生時はID数は表示されません。

モニターチャネルの選択収録経過時間

現在時刻（再生時は収録した時刻）

System Params

Open Print MiscZoom

CopyNew

Eject

次のIDへ（再生のStop時に有効）

Event バーグラフのピーククリア

収録待機、収録一時停止

Start

１つ前のIDの先頭へ（再生のStop時に有効）

収録時：収録停止。再生時：1回押すと一時停止、2回押すと再生停止

バーグラフ表示時に100％を超えるとアラームを鳴らす。
ただし、PCのサウンド設定がONになっていること。

Window：

Control：
▼キーボードのファンクションキーでも

可能です。

Stop： Ｆ５キー

Rec Standby： Ｆ６キー

Start： Ｆ７キー

Event： Ｆ８キー

Wave Panel

Control Panel

バーグラフ
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■ Status Bar

ウィンドウ下部のステータスバーの表示／非表示を切り換えます。

■Wave Monitor ：波形表示画面に切り換えます。

■ FFT Monitor ：FFT画面に切り換えます。

■ Bar Graph ：バーグラフ画面に切り換えます。

■ Output Monitor

出力アンプ（AR-GXDIO、AR-GXAO）からの再生信号の波形をモニター

することができます。再生モード時（PLAYタブが有効な時）のみ選択可

能になります。（最高サンプリング周波数は100 kHzまで）

■ Control Panel

コントロールパネルを表示します。コントロールパネルでは収録・再生

の制御と動作の監視ができます。

動作表示： 収録待機時は点滅します。収録

中・再生中・再生一時停止中は点

灯したセグメントが回転します。

現在時刻

（再生時は収

録した時刻）

１つ前のIDの先頭へ（再生のStop時に有効）

次のIDへ（再生のStop時に有効）

Stop Rec Standby Start Event

収録経過時間

ID数 イベント番号 モニターチャネル

▼Rec Standbyボタン：

収録待機、収録一時停止

▼Stopボタン：

収録時：収録停止

再生時： 1回押すと一時停止

2回押すと再生停止

▼キーボードのファンクションキーでも

可能です。

Stop： Ｆ５キー

Rec Standby： Ｆ６キー

Start： Ｆ７キー

Event： Ｆ８キー
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■ Further Info

画面の左に下図の情報を表示します。

■Wave Panel

波形表示しているチャネルのディジタル値をパネルに表示します。波形表

示時のみ有効で、波形グラフの左端の値が表示されます。（カーソル位置

の値ではありません。）

波形表示のゲインを変更

単位を表示
（Change Unitで単位を変更した
場合は、変更後の単位を表示）

表示チャネルを選択
（チャネルセレクトパレ
ットで選択しているチ
ャネルのみから選択可）

ディジタル値を表示

表示上の100％に相当する値

波形表示のゲインを初期値
（入力レンジの100％）に戻す

収録モード時は NORMAL

タブがアクティブになり、

収録メディア、データ転送

先、シグナルコンディショ

ナの状態、トリガ設定など

を表示します。

再生モード時は PLAYタブ

がアクティブになり、再生

のために選択したデバイス

に収録されているファイル

がリストされます。選択し

たファイルがボールドで表

示されます。その上には収

録時のシグナルコンディシ

ョナの状態が表示されます。

収録モード 再生モード
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■ Cascade

複数のウィンドウを開いたときにそれらを重ねて表示します。

■ Tile Horizontal

複数のウィンドウを開いたときにそれらを上下に並べて表示します。

■ Tile Vertical

複数のウィンドウを開いたときにそれらを左右に並べて表示します。

Window メニュー

■ Channel Select

チャネルセレクトパレットを表示します。

表示するチャネルを選択します。

CAN入力アンプの場合は1スロット（2チャネル）

ずつの切り換えになります。

全チャネルを表示します。

チャネルを拡張したときに16

チャネルずつ切り換えます。
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■ Auto Rangeについて

アナログ系アンプの入力レンジを自動的に最適値に設定することができます。

アナログ系アンプの全チャネルが同時に設定されます。

※この機能は、サンプリング周波数（マルチサンプリングの場合は周波数の

高い方）が100 kHz以上の場合や、外部サンプリングのスィープモードで

は使用できません。

1. Params画面でAuto Rangeをクリックします。

下のボックスが現われます。

2. Startをクリックします。

表示が「Calculate range...」に変わります。

3. 実際の信号を入力します。

4. 信号入力が終了したらStopをクリックします。

5. Closeをクリックします。

この機能を実行した結果、レンジ設定が変更されたチャネルは、新たなレ

ンジがParams画面のRANGEに赤字で表示されます。



3-40



テクニカルインフォメーション編

4-1



4-2



仕 様

4-3

仕様（本体） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4-4

ブロックダイアグラム . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4-5

ファイルフォーマット . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4-6

コネクタの仕様 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4-11

外形寸法図 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4-12



仕 様

4-4

シグナルコンディショナスロット： ８
収録デバイス装着スロット： １
メモリー： DIMM  32～256 MB
インタフェース： SCSI（コネクタ50pinハーフサイズ×１、ターミネータ内蔵）
接点コントロール： START、STOP、EVENT、REC STANDBY
拡張バスコネクタ： １（共通）
DIGITAL CONTROLコネクタ： １（タイムコード、外部サンプルクロック入力）
モニターチャネルアナログ出力： 任意の１チャネル、フィルタなし、出力レベル±5 V
マイクジャック： １
スピーカ／イヤホンジャック： 各１
サンプリング周波数
内部クロック： 1、2、5、10、20、50、100、200、500、1 k、2 k、5 k、10 k、

20 k、50 k、100 k、200 k、2.5 k、12.5 k、25 k（Hz）
マルチサンプル： 内部クロック周波数の中から、基本とするサンプリング周波数と、そ

の10倍のサンプリング周波数との２つを同時にシグナルコンディショ
ナごとに選択可能。

外部クロック： 各シグナルコンディショナの最高サンプリング周波数まで
※＜サンプリング周波数×チャネル数＞の総和が3200 kHzを超えるこ
とはできません。

電源： ＋11～30 V DC
内蔵ACアダプタ： 100 V用：90～130 V、50～60 Hz

200 V用：180～260 V、50～60 Hz
バッテリ（オプション）

消費電力： 約45 W（DC電源、全チャネルDC入力アンプ実装、ドライブなし）
約75 W（ACアダプタ、全チャネルDC入力アンプ実装、ドライブなし）

動作温度： 0～40ºC（32～104ºF）
保存温度： –20～60ºC（–4～140ºF）
動作湿度： 20～80％RH（非結露）
振動： MIL-STD-810D Figure 514.3-1, 2, 3
外形寸法： 約300W×85H×200D (mm)（突起部を除く）
質量： 約5 kg（DC入力アンプ×8枚、ACアダプタを含む）

■ AITドライブ実装時の仕様

消費電力： 約58 W（全チャネルDC入力アンプ実装時）
動作温度： 5～35ºC（41～95ºF）
保存温度： –20～60ºC（–4～140ºF）
振動： MIL-STD-810C Figure 514.2-6 V Curve（1.5G、垂直）
質量： 約5.75 kg（DC入力アンプ×8枚、ACアダプタを含む）

■MOドライブまたはPCカードスロット実装時の仕様

消費電力： 約52 W（全チャネルDC入力アンプ実装時）
動作温度： 5～35ºC（41～95ºF）
保存温度： –20～60ºC（–4～140ºF）
質量： 約5.5 kg（DC入力アンプ×8枚、ACアダプタを含む）

※仕様は予告なく変更することがあります。

仕様（本体）
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〈ブロックダイアグラム〉
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■ファイルの種類

本機では収録を一時停止または停止するごとにバイナ

リ形式のデータファイルとASCII形式のヘッダファイル

がそれぞれ１つずつ作成されます。

データファイル：A/Dデータを書き込む。

バイナリ形式、拡張子「dat」

ヘッダファイル：収録条件などを書き込む。

テキスト形式（ASCII形式）、拡張子「hdr」

※MO、PCカード、PC側のメディアにはDOSフォーマ

ットで保存されますが、AITには弊社独自のフォーマ

ットで保存されます。AITに収録したデータをPCで利

用するにはPC側のメディアにコピーするか、外付け

AITドライブから専用ソフトGX Viewでダウンロード

する必要があります。

※メモ音声をBEFOREまたはAFTERモードで録音した

場合は、これらに加えてWAVEファイルが作成されま

す。このWAVEファイルはWindowsのMedia Playerで

再生することができます。

■ファイル名

データファイルとヘッダファイルのファイル名は共通

で、５文字までの英数字に３桁の番号がつきます。

最初の５文字はFile―NewのData Set Nameで指定しま

す。ただし¥ / * ? < > | “ : ; は使用できません。４文字以

内にすると３桁の番号との間は「0」で埋められ、合計で

８文字になります。

最後の３桁の番号は「001」から始まるID番号です。ID

番号は、File―NewでFile number auto incrementをチ

ェックすると、収録を停止後（または一時停止後）に再

開するたびに自動的にインクリメントします。

チェックしないと、PC側のメディアに収録する場合は収

録停止後あらたに収録を始めるたびに番号は001から始

まり、同名のデータファイルがすでにある場合には上書

きされます。

リムーバブルメディアへの収録時に同名のデータファイ

ルがすでにある場合は、チェックする／しないにかかわ

らず、その最後の番号の次から始まります。また、ファ

イル名を変更すると自動的に001から始まる連番になり

ます。

ファイルフォーマット

■データファイル

AD変換されたデータは－32768～＋32767の2バイト

整数値として収録されます。負数は２の補数で表わされ

ます。

バイト順は下位バイト、上位バイトのいわゆるインテ

ルフォーマット*1です。

データの順は第1サンプリングのチャネル順、第2サン

プリングのチャネル順、…、最終サンプリングのチャネ

ル順となります。これをINTERLACED形式*2と称し、

ヘッダファイルのSTORAGE_MODEに形式名が記述され

ます。

MIXモードでメモ音声を録音すると、音声データがサ

ンプリングごとに最後のチャネルの後に追加されます。

【参考】

*1：上位バイト、下位バイトの順がいわゆるモトローラ

フォーマットで、ワークステーション、モトローラ系

のCPUを使用したFFTアナライザ等で採用されていま

す。

*2：これに対してSEQUENTIAL形式のデータ順は、第1

チャネルのサンプリング順、第2チャネルのサンプリ

ング順、…、最終チャネルのサンプリング順、となり

ます。

データファイルの構造を下図の例で示します。例に示

すひとかたまりのデータを本書では１つの「スキャン」

と呼びます。データファイルはこのスキャンの繰り返し

です。

【例１】

第1～6チャネルにサンプリング周波数5 kHz、メモ音

声をMIXモードで収録したときの１スキャンのデータ

ch 1

ch 2

ch 3

ch 4

ch 5

ch 6

メモ音声

1/5000秒

データの順序
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チャネル タイミング

ch 1 ①
ch 2 ①
ch 3 ①
ch 4 ①
ch 3 ②
ch 4 ②
ch 3 ③
ch 4 ③
ch 3 ④
ch 4 ④
ch 3 ⑤
ch 4 ⑤
ch 3 ⑥
ch 4 ⑥
ch 3 ⑦
ch 4 ⑦
ch 3 ⑧
ch 4 ⑧
ch 3 ⑨
ch 4 ⑨
ch 3 ⑩
ch 4 ⑩
ch 5 ①
ch 6 ①
ch 5 ②
ch 6 ②
ch 5 ③
ch 6 ③
ch 5 ④
ch 6 ④
ch 5 ⑤
ch 6 ⑤
ch 5 ⑥
ch 6 ⑥
ch 5 ⑦
ch 6 ⑦
ch 5 ⑧
ch 6 ⑧
ch 5 ⑨
ch 6 ⑨
ch 5 ⑩
ch 6 ⑩
ch 7 ①
ch 8 ①

1 / 1000秒

データの順序

【例２】

第1／2チャネル： 1 kHz

第3／4チャネル： 10 kHz

第5／6チャネル： 10 kHz

第7／8チャネル： 1 kHz

で収録したときの１スキャンのデータ

ch 1 ch 2 ch 3 ch 4 ch 5 ch 6 ch 7 ch 8

ch 3 ch 4 ch 5 ch 6
ch 3 ch 4 ch 5 ch 6

ch 3 ch 4 ch 5 ch 6
ch 3 ch 4 ch 5 ch 6

ch 3 ch 4 ch 5 ch 6
ch 3 ch 4 ch 5 ch 6
ch 3 ch 4 ch 5 ch 6

ch 3 ch 4 ch 5 ch 6
ch 3 ch 4 ch 5 ch 6

ch 1 ch 2 ch 3 ch 4 ch 5 ch 6 ch 7 ch 8

ch 3 ch 4 ch 5 ch 6
ch 3 ch 4 ch 5 ch 6

ch 3 ch 4 ch 5 ch 6

t

Timing

この例の場合のサンプルタイミングは下図のようになり

ます。
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ch 1
ch 2
ch 3
ch 4
ch 3
ch 4
ch 3
ch 4
ch 3
ch 4
ch 3
ch 4
ch 3
ch 4
ch 3
ch 4
ch 3
ch 4
ch 3
ch 4
ch 3
ch 4
ch 5
ch 6
ch 7
ch 8
ch 7
ch 8
ch 7
ch 8
ch 7
ch 8
ch 7
ch 8
ch 7
ch 8
ch 7
ch 8
ch 7
ch 8
ch 7
ch 8
ch 7
ch 8

メモ音声

1 / 1000秒

データの順序

【例３】

第1／2チャネル： 1 kHz

第3／4チャネル： 10 kHz

第5／6チャネル： 1 kHz

第7／8チャネル： 10 kHz

メモ音声： MIXモード

で収録したときの１スキャンのデータ
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■ヘッダファイル

ヘッダファイルは収録条件などを書き込むASCII形式のテキストファイルで、波形解

析ソフトウエア“DADiSP”のフォーマットに準じています。テキスト形式ですので、

“メモ帳”、“NOTEPAD”などのWindowsアプリケーションでも読み出せます。

ヘッダファイルには収録条件を項目ごとに１行で記述してあり、各パラメータは「,」で

区切られています。以下にMIXモードでメモ音声を録音した場合のヘッダファイルの例

を示し、つぎのページで解説します。

●ヘッダファイルの例

DATASET GX100001

VERSION 1

SERIES CH3_AR-GXDC, CH4_AR-GXDC, CH9_AR-GXDC, CH10_AR-GXDC, MEMO

DATE 02-02-2000

TIME 15:52:17.00

RATE 5000

VERT_UNITS V   , V   , V   , V   , V   

HORZ_UNITS Sec

COMMENT <<< TEAC GX-1 >>>

NUM_SERIES 5

STORAGE_MODE INTERLACED

FILE_TYPE INTEGER

SLOPE 0.00004000, 0.00004000, 0.00004000, 0.00004000, 0.00004000

X_OFFSET 0

Y_OFFSET 0.0, 0.0, 0.0, 0.0, 0.0

NUM_SAMPS 20720

DATA

DEVICE GX-1

CH1_3 AR-GXDC,RANGE=1V,FILTER=400Hz

CH2_4 AR-GXDC,RANGE=1V,FILTER=400Hz

CH3_9 AR-GXDC,RANGE=1V,FILTER=OFF

CH4_10 AR-GXDC,RANGE=1V,FILTER=OFF

CH5_11 MEMO,RANGE=1V,FILTER=OFF

CH_SLOT 2, 2, 1

CLOCK INTERNAL

RATE_MULTI 5000, 50000, 5000

MARK 9335

GX-1_VOICE_MEMO ADDED TO THE END OF EACH SCANNING DATA

GX-1_VERSION 13, 0C, 1.24, 1.09, 1.61

GX-1_OPTION 0001

GX-1_SYS
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●ヘッダファイルの解説

DATASET： ファイル名

VERSION： データのバージョンナンバー（1に固定）

SERIES： 収録に使用したチャネル番号。アンダーバーの後はチャネル名。

MIXモードでメモ音声を録音した場合は「MEMO」が追加される。

DATE： 収録開始日（月-日-年）

TIME： 収録開始時刻（時：分：秒）

RATE： サンプリング周波数（単位：Hz）外部サンプリングのときは「１」になる

VERT UNITS： チャネルごとの単位。

MIXモードでメモ音声を録音した場合は「V」が追加される。

HORZ UNITS： 時間軸の単位（Secに固定）

COMMENT： [File]—[New]で入力したコメント。

NUM SERIES： 収録チャネル数。

MIXモードでメモ音声を録音した場合は１チャネル追加される。

STORAGE MODE： データ順。スキャン順なのでINTERLACEDに固定

FILE TYPE： １データ２バイト、整数なのでINTEGERに固定

SLOPE： 物理量換算のための係数。

MIXモードでメモ音声を録音した場合は「0.00004000」が追加される。

X OFFSET： 先頭データの時間軸上の位置。通常は０。プリトリガ時はマイナス、ポストトリガ時はプラスで設

定値（秒数）が書き込まれる。Pre/Post Triggerをスキャン数で設定しても秒の単位になる。（小数

点以下切り捨て）

Y OFFSET： 物理量換算のためのオフセット。

MIXモードでメモ音声を録音した場合は「0.0」が追加される。

NUM SAMPS： チャネルあたりの収録データ数

DATA： これより下の情報は本機に特有のものであり、DADiSPのフォーマットとは異なることを示す

DEVICE： GX-1に固定

CH1_： アンダーバーに続き、チャネル番号、アンプの種類、レンジの設定、フィルタの設定

CH_SLOT： 各スロットのチャネル数。

MIXモードでメモ音声を録音した場合は「１」が追加される。

CLOCK： サンプリングクロックが内部か外部かを示す

RATE_MULTI： マルチサンプリングの場合に書き込まれる項目で、スロットごとのサンプリング周波数を表わす。

前ページの例では左から順にch 3/4、ch 9/10、メモ音声のサンプリング周波数を表わす。

MARK： イベントマークがつけられた瞬間のスキャン数

GX-1_VOICE_MEMO：メモ音声のモードを示す。前ページの例はMIXの場合。

BEFOREの場合は“WAV_FORM 16BITS 8KHZ BEFORE TRIGGER”、AFTERの場合は

“WAV_FORM 16BITS 8KHZ AFTER TRIGGER”と書き込まれる。

■データを物理量に換算するには

AD変換値は－32768～＋32767の整数値で、設定した入力レンジに対して入力

が±100％のときに±25,000になります。入力値はつぎの式で求められます。

入力値＝データファイルのAD変換値× SLOPE ＋ Y OFFSET

※Y OFFSETは熱電対入力アンプAR-GXTCK/Jの場合以外はゼロです。
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■ SCSIコネクタ

本体側コネクタ：山一電機　NHS050-022-BS2

ピン＃ 信号名 ピン＃ 信号名

1～11 GND 36 GND
12 37
13 38 TP
14 39

15～25 GND 40 GND
26 D0 41 ATN
27 D1 42 GND
28 D2 43 BSY
29 D3 44 ACK
30 D4 45 RST
31 D5 46 MSG
32 D6 47 SEL
33 D7 48 C/D
34 DP 49 REQ
35 GND 50 I/O

コネクタの仕様

■ DIGITAL CONTROLコネクタ

本体側コネクタ： ヒロセ　DX10G1M-36

適合プラグ： ヒロセ　DX40M-36P(03)

ケースカバー： ヒロセ　DX30M-36-CV

ピン＃ 信号名 信号種類 レベル I/O

1 IRIG IRIG入力 IRIG I

2～17 使用せず

18 EXCLK 外部サンプルクロック TTL I

19～33 使用せず

34～36 GND

●外部サンプルクロックの仕様

HIGHレベル： 3.3～5.0 V

LOWレベル： 0～0.8 V

立上り時間： 500 ns以下（tr）

■ ER-GXRCコネクタ

本体側コネクタ： ヒロセ　DX10G1M-14SE

適合プラグ： ヒロセ　DX30AM-14P

ケースカバー： ヒロセ　DX30M-14-CV

ピン＃ 信号名 I/O ピン＃ 信号名 I/O

1 START I 8 START LED O
2 STOP I 9 STOP LED O
3 EVENT I 10 EVENT LED O
4 REC I 11 REC LED O
5 12
6 13
7 GND 14 GND

入力：TTL、4.7 kΩプルアップ付
出力：CMOS、1 kΩ電流制限付

1

2 3

4＋ － 

■ DC INコネクタ
+5 V

18

4.7 kΩ
1 kΩ

74LV14

HIGH

LOW

3.3 V

0.8 V

tr

アンダーシュート、オーバーシュートなし

チャタリングなし

デューティ： 50％±10％

周波数： 固定周波数：200 kHz以下

スィープモード：20 kHz以下

サンプルタイミング： 立上り

入力回路
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外形寸法図

単位：mm300

85
20
0



4-13



4-14



各種アンプについて

4-15

DC入力アンプ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4-16

マイク入力アンプ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4-18

動ひずみ入力アンプ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4-22

熱電対入力アンプ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4-26

F/V入力アンプ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4-28

チャージアンプ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4-30

パルス入力アンプ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4-32

電圧出力型加速度センサ入力アンプ . . . . . . . . . . 4-34

ディジタル入出力アンプ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4-36

アナログ出力アンプ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4-41



各種アンプについて

4-16

AR-GXDCは電圧に変換された信号を入力するためのアンプです。

■フィルタについて

●アナログフィルタ

アナログフィルタは 8次バターワース・ローパスフィルタ（－ 48

dB/oct）です。カットオフ周波数はサンプリング周波数とは独立して

任意に設定することができます。折返し防止のためには、カットオフ

周波数をサンプリング周波数の50％以下に設定する必要があります。

●ディジタルフィルタ

DSPによるディジタルフィルタは設定したサンプリング周波数の40％

から減衰します。ディジタルフィルタは、サンプリング周波数が200

kHz, 100 kHz, 50 kHzの場合は機能しません。

■キャリブレーションについて
電源投入時、入力レンジの変更時、サンプリング周波数の変更時に、

DSPを用いてゼロ／ゲインのセルフキャリブレーションを行います。

キャリブレーション用の信号はアンプに内蔵されています。

DC入力アンプ（AR-GXDC）
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■仕様

チャネル数： ２

入力形式： 不平衡

入力結合： DC

入力インピーダンス： 100 kΩ

入力レンジ： ±0.5、1、2、5、10、20 Vp

レンジ精度： ±1％以下

周波数特性： DC～80 kHz（±1.5 dB）

ローパスフィルタ： 2、4、8、20、40、80、200、400、800 Hz、

2 k、4 k、8 k、20 k、40 k、80 kHz

カットオフ周波数にて±1.5 dB、

減衰特性－48 dB/oct

直線性： ±0.1％以下

S/N比： 71 dB（代表値）、65 dB以上（サンプリング

周波数50 kHz、1 Vレンジ、LPF 20 kHz）

Ａ/Ｄコンバータ： 16ビット

サンプリング周波数： 1 Hz～200 kHz

消費電力： 約2.16 W

入力コネクタ： BNC

■設定

Setup→Params→設定するチャネルをダブルクリックすると、下

のダイアログボックスが現れます。

Channel： このチャネルに収録する（ENABLE）か、収録しない

（DISABLE）かを決めます。

Range： 入力レンジを選択します。

Sample Frequency：マルチサンプリングの場合は、Base Sampleの10

倍の周波数をスロットごとに設定できます。

Channel Name：チャネルに名前をつけられます。英数字で16文字

までです。

Filter： フィルタのカットオフ周波数を選択します。

All DC Amp Same Condition：チェックすると、同種のすべてのシグ

ナルコンディショナが同じパラメータ設定になります。

▼スロットの片方のチャネルをENABLEにしたら

他方のチャネルもENABLEにしてください。

▼フィルタのカットオフ周波数はスロットごとの

設定になります。片方のチャネルの設定を変更

すると、他方のチャネルの設定も自動的に変更

されます。
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AR-GXMCは計測用のマイクロホンを接続するためのアンプです。

■フィルタについて

●重み特性フィルタ

重み特性フィルタ（A, C）はIECのTYPE1クラス（JISの精密騒音計

と同等）に準拠しています。

●アナログローパスフィルタ

折返し防止のためにアナログローパスフィルタがあり、そのカットオ

フ周波数はサンプリング周波数を選択すると自動的に決まります。8

次のバターワース・フィルタで減衰率は48 dB/octです。サンプリング

周波数が200 Hz以下の場合はローパスフィルタの機能はありません。

●ディジタルフィルタ

DSPによるディジタルフィルタは設定したサンプリング周波数の40％

から減衰します。ディジタルフィルタは、サンプリング周波数が200

kHz, 100 kHz, 50 kHzの場合は機能しません。

マイク入力アンプ（AR-GXMC）
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■仕様

チャネル数： ２

入力形式： 不平衡

入力結合： AC

入力インピーダンス： 11 kΩ

対応マイクロホン： B&K（50 mV/Paタイプ専用）

入力レンジ： 80、90、100、110、120、130 dB

重み特性フィルタ： A特性、C特性、フラット

（アナログフィルタ）

周波数特性： 20 Hz～20 kHz（－3 dB）

マイク用電源出力： バイアス用200 V DC、プリアンプ用28 V DC

Ａ/Ｄコンバータ： 16ビット

サンプリング周波数： 1 Hz～200 kHz

消費電力： 約3.18 W

入力コネクタ： LEMO  FGG-1B-307-CLAD62

■設定

Setup→Params→設定するチャネルをダブルクリックすると、下

のダイアログボックスが現れます。

Channel： このチャネルに収録する（ENABLE）か、収録しない

（DISABLE）かを決めます。

Range： 入力レンジを選択します。

Sample Frequency：マルチサンプリングの場合は、Base Sampleの10

倍の周波数をスロットごとに設定できます。

Channel Name：チャネルに名前をつけられます。英数字で16文字

までです。

Filter： 聴感補正の特性を選択します。

Bias： マイクロホンの極電圧を選択します。

All Mic Amp Same Condition：チェックすると、同種のすべてのシグ

ナルコンディショナが同じパラメータ設定になります。

ただしPiston Phone、Coefficientの設定を除きます。

+28 V (6)n.c. (1)

n.c. (5)Signal
ground
(2)

Signal (4)+200 V/0 V (3)

GND (7)

▼付属ソフトGX Naviのモニター機能で表示され

る値は音圧の時間変化です。騒音レベル

（sound level）ではありません。

▼スロットの片方のチャネルをENABLEにしたら

他方のチャネルもENABLEにしてください。

警告

マイク入力アンプの入力端子に

金属製のピンなどを差し込まな

いでください。高電圧が出力さ

れていますので、感電の原因と

なります。
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■適合マイクロホン
適合するマイクロホンは感度が50ｍV/Paのタイプのみで

す（B&K 4189, 4190）。GX-1は、感度50 mV/Paのマイク

ロホンを基準にしてアンプ、ケーブルを含めた入力系の

実感度補正をします。感度を50 mV/Paに限定しているの

は、収録データのS/N（信号対雑音比）、校正精度等を考

慮した制限です。低感度のマイクロホンを使用すると、

S/Nの点で不利になり、また、ピストンホン校正に失敗

することがあります。

■校正のしかた
マイク入力アンプは電源を入れるたびにチャネルごとに

校正してください。

※ピストンホン校正時は、通常の収録とは異なる特別の

収録方法をとっています。Params 画面の Range、

Sample Frequency、Filterの現在の設定に影響されませ

ん。つまり、レンジをピストンホンの発生する音圧以

下に設定してあっても、サンプリング周波数をピスト

ンホンの音を弁別可能な周波数以下に設定してあって

も、Filterを設定してあっても校正には影響しません。

※ピストンホンには種々のタイプがありますが、GX-1の

ピストンホン校正に使用できるのは、250 Hz～1 kHz、

94／114／124 dBSPLの仕様のものに限ります。

※GX-1のピストンホン校正はサンプリング周波数20 kHz

で行っていますので、20 kHzサンプリングでピークを

検出できないような周波数での校正はできません。

※校正はポストトリガをOFFにして行ってください。

校正するには、ピストンホンをマイクロホンに取付け、

ピストンホンのスイッチを入れます。PistonPhoneでピ

ストンホンの出力を選択し、Execをクリックします。校

正が終わると、Coefficientに補正値が表示され、校正音

圧波形が表示されます。校正に失敗するとピークディテ

クトに失敗した旨のエラーメッセージが表示されます。

※Coefficientのデフォルト値1.0は、マイクロホンの感度

を50 mV/Paとした場合の値です。校正後は、アンプ、

ケーブルを含めたマイクロホンの実感度に反比例した

値が表示されます。

※50 mV/Pa（アンプ、ケーブルの減衰量を含む）より感

度の高いマイクロホンの場合、補正値は1.0以下とな

り、50 mV/Pa（アンプ、ケーブルの減衰量を含む）よ

り感度の低いマイクロホンの場合、補正値は1.0以上

となりますので、正しくピストンホン校正されたかを

判断することができます。

※補正値をメモしておき、後でそれをCoefficientにタイ

プ入力し、OKをクリックすることでピストンホン校

正の代わりとすることができます。ただし、マイクロ

ホンの感度は温度、湿度、気圧などにより変動します

ので、精度は期待できません。

※手元にピストンホンがない場合は、マイクロホンに添

付されているテストシートのデータから補正値を求め

（50 mV/Paを実感度で割る）、Coefficientにタイプ入力

して校正の代わりとすることもできます。が、アンプ

の増幅率およびケーブルの減衰量を含めた入力系全体

の校正とは異なりますので精度は期待できません。こ

の場合は、あくまでも目安としてください。

※補正値は校正時に使用する仮の数値であり、ヘッダフ

ァイルのSLOPEの値とは無関係です。

■入力レンジ
入力レンジは80、90、100、110、120、130 dBから選択

できます。選択したレンジに対して±100%の瞬時値（ピ

ーク・ツー・ピーク）を定格±100%（AD変換値で±

25000）としています。測定音圧が高い場合は大きいレン

ジを、低い場合は小さいレンジを選択してください。小

さいレンジを選ぶとS/Nが悪くなります。

※AD変換値は±131%（AD変換値で－32768～＋32767）

の範囲をとり得ますが、アンプの増幅率、感度補正、

DSP演算の関係で入力余裕度は約±120%になります。
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■アナログ再生
アナログ出力アンプ（AR-GXAO）による再生では、瞬

時値入力をそのまま瞬時値として出力します。選択した

入力レンジに対して±100%の入力が、Output Rangeで

設定した電圧で出力されます。

【例】

アナログ出力アンプのOutput Rangeを1.0 Vに設定する

と、選択した入力レンジに対して瞬時値で±100%の入力

（AD値で±25000）が±1 Vで再生されます。

■波形表示画面
波形表示画面では、瞬時値（ピーク・ツー・ピーク）を

表示します。上下２本のグリッドが、選択した入力レン

ジに対して瞬時値で±100%の入力に相当します。表示範

囲は±131%です。

■ FFT画面
FFT画面のY軸の目盛りの0 dBは、選択した入力レンジ

に対して瞬時値で±100%の入力を示します。

■データを実効値に換算するには
音は疎密波であり、マイクロホンの出力は密の場所では

プラス、疎の場所ではマイナスの値になります。GX-1に

収録されるデータはそのままの瞬時値です。

収録されるAD変換値は、－32768～＋32767の整数値で

す。選択した入力レンジに対して瞬時値（ピーク・ツ

ー・ピーク）で±100%の入力が、±25000のAD値に変

換されます。このAD変換値を物理量に変換するには、

AD変換値とヘッダファイルのSLOPEの値との積をとり

ます。

AD値をPa単位の瞬時音圧値に換算するには、

瞬時音圧（Pa）＝AD変換値×SLOPE

この瞬時音圧をdB単位の絶対値で表わすには、

20μPa＝0 dBより、

音圧（dB絶対値）＝ 20 log（｜瞬時音圧値 (Pa)｜

／0.00002）

瞬時音圧をdB単位の実効値に換算するには、

音圧（dB実効値）＝ 20 log（瞬時音圧の2乗の、1周

期分の時間平均値の平方根

／0.00002）

1周期の波形を正弦波とみなして、瞬時音圧を簡略的に

dB単位の実効値に換算するには、

音圧（dB実効値）＝ 20 log（｜瞬時音圧値 (Pa)｜

×0.707／0.00002）

【例】

入力レンジ120 dBで収録した場合に、このレンジに対し

て瞬時値で±100%の入力が実効値で何dBになるかを計

算してみます。入力レンジを120 dBとすると、ヘッダフ

ァイルのSLOPEの値は0.0008となります。±100%の入

力は±25000のAD値に変換されます。

瞬時音圧値 (Pa)は、AD値とSLOPEの積ですから、

｜±25000｜×0.0008＝20 (Pa)

これをdB単位の絶対値で表わすと

20 log（20／0.00002）＝120 (dB)

瞬時音圧をdB単位の実効値に簡略的に換算すると

20 log（20×0.707／0.00002）＝117 (dB)

となります。
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AR-GXSTは、ひずみゲージを用いたセンサにブリッジ電

圧を供給し、信号を取り出します。入力は平衡入力で、

ひずみゲージのアンバランスを補正する平衡調整機能を

もち、定格値のおよそ±700%までゼロバランスを取るこ

とができます。±200μ STレンジでの調整範囲は約±

1400μSTになります。

センサとGX-1との距離が長い場合には、ブリッジ電圧の

低下が計測に影響を与えます。この電圧をコントロール

するためのリモートセンス機能があります。

■ひずみゲージを直接使う場合
ひずみゲージは通常、汎用のブリッジ・ボックスを用い

てホイトストン・ブリッジを組んで使います（下図）。

R1はひずみゲージで通常120～1000Ωです。（直流結合

してもっと抵抗値の高いものもあります。）120Ωの場合

を例にして、R2、R3、R4に120Ωの抵抗を使ったとして、

ひずみによる電圧変化Δeは、

Eはブリッジ電圧、Kはゲージ率、εがひずみです。

ブリッジ電圧EはAR-GXSTでは2 Vまたは5 Vを加える

ことができます。

ゲージ率Kは長さ方向の変化率（ひずみε）に対する、

抵抗値の変化率（ΔR／R）の割合をいい、AR-GXSTで

は2.0を想定しています。ゲージ率2は長さ方向の変化

（ひずみ）に対して、2倍の抵抗値の変化があるというこ

とです。

ひずみεはもとの長さ lに対する長さの変化分Δ lの比

（Δl／l）です。

ブリッジ電圧を2 V、ゲージ率を2とすると、ひずみによ

る電圧変化Δeは

∆e
E

K=
4

ε

R1

R2R3

R4
+BV

–Out

–BV

+Out

となり、ひずみ量と出力電圧が数値的に等しく、わかり

やすいので、ブリッジ電圧2 Vがよく使われます。たとえ

ばε= 1000μST（μST：マイクロ・ストレイン。元の

長さの10-6のひずみ。1000μSTは1000 x 10-6 = 1/1000の

長さ方向の変化を意味します。）の時、1/1000 V（1 mV）

の変化があることになります。

ただし、K = 2は理想的な値で、実際に使われるゲージの

ゲージ率は通常2より少し大き目です。このゲージ率の違

いはGX NaviのChange Unitで補正することができます。

たとえばゲージ率2.13の場合、2.13 uST = 2.00 uSTと指定

します。

■ひずみゲージ式トランスデューサの場合
測定対象に直接ひずみゲージを貼る場合は上述のように

しますが、ひずみゲージを使ったトランスデューサの場

合は、ひずみ量として出力されるわけではなく、電圧信

号として出力されます。（通常mV/Vと表記されます。）

たとえば、定格出力2 mV/V（±1%）、定格容量20 kNの

ロードセルでは、ブリッジ電圧2 Vの場合、20 kNに対し

て、4 mVの信号が得られることになります。上述のよう

にブリッジ電圧が2 Vの時、1 mVは1000μSTに相当し

ますので、20 kNは4000μSTに相当します。

ただし、個々のトランスデューサの定格出力には、ばら

つき（この場合±1%）があります。このばらつきをGX

NaviのChange Unitで補正することができます。たとえ

ば、定格出力1.98 mV/Vの場合、入力レンジを5000μST

に設定し、Change Unitで3960 uSt = 20 kNと指定します。

【参考】

ひずみゲージは通常センサと呼ばれますが、ひずみゲー

ジでブリッジを構成したものをパッケージ化したものは、

通常センサとは呼ばず、トランスデューサと呼びます。

内部で使われるゲージの数は1個だけではなく、通常4個

です。（ブリッジの４つの抵抗すべてをひずみゲージとし

ます。）

∆e = ε

動ひずみ入力アンプ（AR-GXST）
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■フィルタについて

●アナログフィルタ

アナログフィルタは8次バターワース・ローパスフィルタ

（－48 dB/oct）です。カットオフ周波数はサンプリング周

波数とは独立して任意に設定することができます。折返

し防止のためには、カットオフ周波数をサンプリング周

波数の50％以下に設定する必要があります。

●ディジタルフィルタ

DSPによるディジタルフィルタは設定したサンプリング

周波数の40％から減衰します。ディジタルフィルタは、

サンプリング周波数が200 kHz, 100 kHz, 50 kHzの場合は

機能しません。

■キャリブレーションについて
電源投入時、入力レンジの変更時、サンプリング周波数

の変更時に、ゲインのセルフキャリブレーションをDSP

を用いて行います。キャリブレーション用の信号はアン

プに内蔵されています。

●ゼロバランス

動ひずみ入力アンプは電源を入れるたびにゼロバランス

をとってください。ゼロバランスをとるには、パラメー

タ設定のダイアログでExecボタンをクリックします。All

Strain AmpをチェックしてからExecをクリックすると、

実装されている動ひずみ入力アンプの全チャネルのゼロ

バランスを同時にとることができます。

※ゼロバランスはポストトリガをOFFにして行ってくだ

さい。
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■仕様

チャネル数： ２

入力形式： 平衡差動入力

入力結合： DC

入力抵抗： 1 MΩ

ゲージ率： 2.0

ブリッジ電圧： DC 2 V、5 V±0.2％以内

リモートセンシングあり

入力レンジ： ±200、500、1000、2000、5000、10000μST

レンジ精度＊： ±2％（±200～1000μST）

±1％（±2000～10000μST）

（ただし、GX-1本体の電源を入れる前にセ

ンサが接続されていること）

温度特性： 1％／10℃

平衡調整方式： 電子式（精度±1.2％）

平衡調整範囲： ±700％（各レンジ）

周波数特性： DC～30 kHz（－3 dB）

S/N比＊： 65 dB（代表値）、60 dB以上（2000μSTレン

ジ、5 kHzサンプリング、LPF 2.5 kHz）

ローパスフィルタ： 25、50、250、500、2.5 k、5 k、24 kHz、

カットオフにて－3 dB、24 kHzのみ－5 dB

減衰特性：－48 dB/oct、バターワース

A/Dコンバータ： 16ビット

サンプリング周波数： 1 Hz～200 kHz

消費電力： 約3.4 W

入力コネクタ： ヒロセ HR25-7P-8P

＊：23℃±5℃において

ピン＃ 信号名

1 ＋BV ブリッジ電圧
2 －IN 信号入力
3 －BV ブリッジ電圧
4 ＋IN 信号入力
5 GND
6 ＋S ブリッジ電圧の
7 －S リモートセンス信号

▼リモートセンスするときはセンサ側で＋Sは＋

BVに、－Sは－BVに接続してください。リモ

ートセンスしないときは入力コネクタ側で同様

に接続してください。接続しないと正確なブリ

ッジ電圧が得られません。

▼センサ側のコネクタのシールドとケーブルのシ

ールドを必ず接続してください。

1

2

3

4

5

6

7

8

●入力コネクタのピン配列

▼GX-1本体の電源を入れる前に、センサからの

ケーブルを入力コネクタに接続してください。

そうしないとレンジ精度が悪化することがあり

ます。
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■設定

Setup→Params→設定するチャネルをダブルクリックすると、下

のダイアログボックスが現れます。

Channel： このチャネルに収録する（IN）か、収録しない（DIS-

ABLE）かを決めます。

Range： 入力レンジを選択します。

Sample Frequency：マルチサンプリングの場合は、Base Sampleの10

倍の周波数をスロットごとに設定できます。

Channel Name：チャネルに名前をつけられます。英数字で16文字

までです。

Filter： フィルタのカットオフ周波数を選択します。

Bridge Voltage：ブリッジ電圧（2 V／5 V）を選択します。

All Strain Amp set same condition：チェックすると、同種のすべての

シグナルコンディショナが同じパラメータ設定になりま

す。

●ゼロバランスの取りかた
動ひずみ入力アンプは電源を入れるたびに［Exec］

をクリックしてゼロバランスをとってください。

［All Strain Amp］をチェックしてから［Exec］を

クリックすると、実装されている動ひずみ入力ア

ンプの全チャネルのゼロバランスが同時にとれま

す。

▼ゼロバランスはポストトリガをOFFにして行っ

てください。

▼スロットの片方のチャネルをINにしたら他方の

チャネルもINにしてください。

▼フィルタのカットオフ周波数はスロットごとの

設定になります。片方のチャネルの設定を変更

すると、他方のチャネルの設定も自動的に変更

されます。
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熱電対入力アンプ（AR-GXTCK/J）

異なる2種類の金属を接続して回路を作り、両端の接合部

に温度差があると、電流が流れます。これを利用したの

が熱電対です。AR-GXTCKにはKタイプ（CA：Chromel

Alumel）、AR-GXTCJにはJタイプ（IC：Iron Constantan）

の熱電対を接続できます。Kタイプは起電力が大きく、

比較的高温まで（AR-GXTCKでは1200℃まで）測ること

ができます。Jタイプは同じく起電力が大きく、比較的低

温まで測れます。GX-1では低温域はいずれも－50℃まで

です。

AR-GXTCK／AR-GXTCJにはそれぞれ専用のコネクタ

（GIM-K1、GIM-J1）を用いて、プラス／マイナスを合わ

せて熱電対を接続します。KタイプではChromelがプラス、

JタイプではIronがプラスです。

校正の必要はありません。ただし、いずれのレンジでも

マイナス側の定格値（AD値で－25000）が－50℃ですの

で、温度（℃）を得るにはAD値にSLOPEの値をかける

だけでなく、Y_OFFSETの値を加算します。

たとえば、AR-GXTCKを用いてレンジ1200℃で測定して

AD値が－21950になったとします。これを温度に換算す

るには、SLOPEの値0.025をかけ、Y_OFFSETの値575.0

を加算して、26.25（℃）が得られます。

SLOPEの値0.025は、±の定格値（AD値で±25000）が

それぞれ+1200、－50ですから、

で決まります。Y_OFFSET は、AD値が 0の時の温度

575℃になります。

1200 50

25000 25000
0 025

− −

− −
=

( )
( )

.

■フィルタについて

●アナログフィルタ

アナログフィルタは2次バターワース・ローパスフィルタ

（－12 dB/oct）です。カットオフ周波数はサンプリング周

波数とは独立して任意に設定することができます。折返

し防止のためには、カットオフ周波数をサンプリング周

波数の50％以下に設定する必要があります。

●ディジタルフィルタ

DSPによるディジタルフィルタは設定したサンプリング

周波数の40％から減衰します。ディジタルフィルタは、

サンプリング周波数が200 kHz, 100 kHz, 50 kHzの場合は

機能しません。

■キャリブレーションについて
電源投入時、入力レンジの変更時、サンプリング周波数

の変更時に、DSPを用いてゼロ／ゲインのセルフキャリ

ブレーションを行います。キャリブレーション用の信号

はアンプに内蔵されています。
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■仕様

チャネル数： ２

適合熱電対： K（AR-GXTCK）、J（AR-GXTCJ）

零接点補償： 電子式

測定レンジ： AR-GXTCK：－50～300、－50～600、－50～1200℃

AR-GXTCJ：－50～150、－50～300、－50～600℃

レンジ精度： 1%FS±3℃（－50～150℃、－50～300℃）

0.5%FS±3℃（－50～600℃、－50～1200℃）

FSは各レンジの上限温度

精度保証温度範囲　23±5℃

ローパスフィルタ： 5、10、20 Hz、PASS

（カットオフにて－3 dB、減衰特性－12 dB/oct）

A/Dコンバータ： 16ビット

サンプリング周波数： 1 Hz～200 kHz

消費電力： 約1.2 W

入力コネクタ： オメガ社製 GIM-K1（AR-GXTCK）

同上 GIM-J1（AR-GXTCJ）

■設定

Setup→Params→設定するチャネルをダブルクリックすると、下

のダイアログボックスが現れます。（Jタイプの例）

Channel： このチャネルに収録する（ENABLE）か、収録しない

（DISABLE）かを決めます。

Range： 入力レンジを選択します。

Sample Frequency：マルチサンプリングの場合は、Base Sampleの10

倍の周波数をスロットごとに設定できます。

Channel Name：チャネルに名前をつけられます。英数字で16文字ま

でです。

Filter： フィルタのカットオフ周波数を選択します。

All Thermocouple Amp Same Condition：チェックすると、同種のす

べてのシグナルコンディショナが同じパラメータ設定に

なります。

▼スロットの片方のチャネルをENABLEにしたら

他方のチャネルもENABLEにしてください。
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F/V入力アンプ（AR-GXFV）

エンジン、タービンなど回転体の挙動を解析する場合、回転数に相当

する信号も収録することがあります。AR-GXFVは、回転により発生

するパルスの周波数を電圧に変換して収録します。

AR-GXFVには、広範囲の周波数に対応するために入力信号を分周す

る機能があり、GX NaviのPulse Counts Per Rotateで設定します。こ

の値はSLOPEに反映され、AD変換値にSLOPEの値をかけることで周

波数が得られます。

回転数の単位には通常rpm（回転／分）が用いられます。周波数Hzを

rpmに換算するにはChange Unitで、1 Hz = 60 rpmと設定するとrpm

の単位で処理されます。たとえば1回転に4個のパルスが得られる場

合、分周比を4に設定し、Change Unitで1 Hz = 60 rpmと設定すると

rpmの単位で処理されます。この場合に分周比を1のまま収録したと

きはChange Unitで4 Hz = 60 rpm、または1 Hz = 15 rpmとします。

■仕様

チャネル数： ２

入力： TTL（パルス幅500 ns以上）またはAC切り換え

入力インピーダンス： 10 kΩ

感度（AC入力時）： ±50 mV、±100 mV、±500 mV、±1 V

周波数レンジ： TTLモード：1、100、1 k、10 k、100 k、500 kHz

（最大入力周波数：575 kHz）

ACモード：10～200、10～500、10～1 k、10～10 k、10～20 kHz

（最大入力周波数：230 kHz、最大入力許容電圧：±10 V）

応答時間： 10 msec

分周比設定： TTLモード：1～255（ただし、分周比×周波数レンジ≦500 kHz）

ACモード：1～255（ただし、分周比×周波数レンジ≦200 kHz）

移動平均設定： 1～16（サンプリング間隔1 ms）

変換精度： ±［（入力周波数÷1000）＋（設定周波数レンジ÷3125）］Hz

サンプリング周波数： 1 Hz～200 kHz

消費電力： 約1.44 W

入力コネクタ： BNC
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■設定
Setup→Params→設定するチャネルをダブルクリックすると、下のダイ

アログボックスが現れます。

Channel： このチャネルに収録する（ENABLE）か、収録しない（DIS-

ABLE）かを決めます。

Sample Frequency：マルチサンプリングの場合は、Base Sampleの10倍の周

波数をスロットごとに設定できます。

Range： 入力モード（TTL／AC）と周波数レンジを選択します。

Input Sensibility：AC入力モード時に入力感度を選択します。設定した電圧

以上の信号だけを検知します。

Pulse Counts Per Rotate：分周比を1～255の範囲で入力します。設定値は

ヘッダファイルのSLOPEに反映されます。

Channel Name：チャネルに名前をつけられます。英数字で16文字までです。

Moving Average：移動平均演算のためのサンプル数（1～16）を選択します。

All F/V Amp Same Condition：チェックすると、同種のすべてのシグナルコ

ンディショナが同じパラメータ設定になります。

●移動平均について

移動平均のサンプリング間隔はサンプリング周波数の設定にかかわらず1 ms

です。たとえばMoving Average = 5の場合は、現在から4 ms前、3 ms前、2

ms前、1 ms前のデータと、現在の瞬時値の計5個のデータの平均がその瞬間

のデータとなります。

▼スロットの片方のチャネルをENABLEに

したら他方のチャネルもENABLEにして

ください。

t (ms)

Moving Average = 5の場合は、これら5個の
値の平均がその瞬間のデータとなる。

現在の瞬時値
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チャージアンプ（AR-GXCH）

結晶の中には外力を受けると電気的に分極を起こすものがあります。

このような現象を圧電効果と呼びます。AR-GXCHにはこの圧電効果

を利用した加速度トランスデューサのうち、電荷出力型のトランスデ

ューサを接続します。

SI単位系では加速度の単位はm/s2ですが、従来加速度は重力加速度G

（9.80665 m/s2、以下9.81）を単位に測ることが多かったため、AR-

GXCHのレンジの単位はG、センサ感度の単位はpC/Gとなっています。

収録データの単位もGです。m/s2を単位として収録したい場合は、GX

NaviのChange Unitで、1 G = 9.81 m/s2と指定します。

■フィルタについて

●アナログフィルタ

アナログフィルタは 8次バターワース・ローパスフィルタ（－ 48

dB/oct）です。カットオフ周波数はサンプリング周波数とは独立して

任意に設定することができます。折返し防止のためには、カットオフ

周波数をサンプリング周波数の50％以下に設定する必要があります。

●ディジタルフィルタ

DSPによるディジタルフィルタは設定したサンプリング周波数の40％

から減衰します。ディジタルフィルタは、サンプリング周波数が200

kHz, 100 kHz, 50 kHzの場合は機能しません。

■キャリブレーションについて
電源投入時に、ゲインのセルフキャリブレーションをDSPを用いて行

います。電源投入時の立ち上げ時間は他種のアンプより長くなります。

キャリブレーション用の信号はアンプに内蔵されています。
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■仕様

チャネル数： ２

電荷感度： 0.1～999 pC/G

入力レンジ： 1、5、10、50、100、500 G

（電荷感度が100 pC/G以上では100 G、500 Gレンジ

使用不可、1 pC/G未満では1 G、5 Gレンジ使用不可）

レンジ精度＊： 3％

S/N比＊： 62 dB（代表値）、60 dB以上（50 kHzサンプリング、

10 pC/G、10 Gレンジ、LPF 10 kHz）

周波数特性： 1 Hz～30 kHz（－3 dB）

ローパスフィルタ： 100、200、500、1 k、2 k、5 k、10 kHz

（カットオフにて－3 dB、減衰率 －48 dB/oct）

A/Dコンバータ： 16ビット

サンプリング周波数： 1 Hz～200 kHz

消費電力： 約2.16 W

入力コネクタ： MICRO DOT 10-32UNF

＊：23℃±5℃において

■設定

Setup→Params→設定するチャネルをダブルクリックすると、下のダイア

ログボックスが現れます。

Channel： このチャネルに収録する（ENABLE）か、収録しない（DISABLE）

かを決めます。

Range： レンジを選択します。

Sample Frequency：マルチサンプリングの場合は、Base Sampleの10倍の周

波数をスロットごとに設定できます。

Channel Name：チャネルに名前をつけられます。英数字で16文字までです。

Sensor： センサ感度を入力します。

Filter： フィルタのカットオフ周波数を選択します。

All Charge Amp Same Condition：チェックすると、同種のすべてのシグナル

コンディショナが同じパラメータ設定になります。

▼スロットの片方のチャネルをENABLE

にしたら他方のチャネルもENABLE

にしてください。

▼フィルタのカットオフ周波数はスロッ

トごとの設定になります。片方のチャ

ネルの設定を変更すると、他方のチャ

ネルの設定も自動的に変更されます。

1 G = 9.81 m/s2
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パルス入力アンプ（AR-GXPC）

AR-GXPCはAR-GXFVと同様に回転体などからのパルス信号を入力す

るものですが、AR-GXFVがパルスを電圧に変換するのに対して、AR-

GXPCは直接パルスをカウントします。パルス数の積算値を収録する

「トータルモード」と、指定したゲート時間内のパルス数をカウント

する「ゲートモード」があります。ゲートモードのゲート時間は

Count Typeで、サンプリング周期の整数倍（1～255）として設定し

ます。

またAR-GXFVと同様に、大きなカウント数を計測するための分周機

能があり、Divide Rateで指定します。

AR-GXFVと同様にrpmで処理したい場合は、Change Unitを設定しま

す。その際にDivide Rate、Count Typeに設定した値も考慮します。た

とえば1回転 360パルス（回転角1°毎のパルス）で毎秒100回転

（6000 rpm）していて、これをサンプリング周波数100 Hzで収録する

とします。Divide Rateを1/90（1回転当たり4パルスに変換）、Count

Typeを100（結果的に1秒ごとのパルス数）とすると、1秒ごとにカウ

ントするパルスは400パルスとなりますので、Change Unitで、400 cnt

= 6000 rpmと設定すると、以後rpmで処理されます。
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■仕様

チャネル数： ２

入力形式： フォトカプラ絶縁

パルス入力電圧範囲： 4～10 V、8～24 V切換（8 mA以上の入力電流が必要）

応答周波数： 最高2 MHz

サンプリング周波数： 1 Hz～200 kHz

カウント方式： 入力パルスを1/1～1/255までの分周設定可能。

カウント値は0～32767（符号付き16ビット）。

ゲートモード：ゲート時間ごとにその間のパルス数をカウントする

ことを繰り返す。ゲート時間はサンプリング周期の1～255

倍まで指定可能。次のゲートまでの間は同じ値で埋める。

32767を超えると32767を保持する。

トータルモード：収録開始から停止までの総数をカウント

計測中はカウント途中の値を出力する。

32767を超えると再び0からカウントする。

カウント精度： ゲートモード： ±5カウント

トータルモード： ±1カウント

入力コネクタ： 絶縁型BNC

■設定

Setup→Params→設定するチャネルをダブルクリックすると、下のダイアログボ

ックスが現れます。

Channel： このチャネルに収録する（ENABLE）か、収録しない（DISABLE）かを

決めます。

Range： レンジを選択します。

Sample： マルチサンプリングの場合は、Base Sampleの10倍の周波数をスロットご

とに設定できます。

Channel Name：チャネルに名前をつけられます。英数字で16文字までです。

Edge： パルスの立上がり（UP）でカウントするか、立下がり（DOWN）でカウ

ントするかを選択します。

Divide Rate：分周比を1/1～1/255の範囲で設定します。設定値はヘッダファイルの

SLOPEに反映されます。

Count Type：ゲートモードかトータルモードかを選択します。ゲートモードの場合は

ゲート時間をサンプリング周期の何倍かで指定します。

All Pulse Amp Same Condition：チェックすると、同種のすべてのシグナルコンディ

ショナが同じパラメータ設定になります。

▼スロットの片方のチャネルを

ENABLEにしたら他方のチャネ

ルもENABLEにしてください。

▼ゲート時間の設定例

サンプリング周波数1000 Hzで

10倍に設定すると、

ゲート時間＝1 ms× 10＝ 10

ms
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電圧出力型加速度センサ入力アンプ（AR-GXPA）

チャージアンプAR-GXCHと同様に圧電効果を利用した加速度トラン

スデューサを接続しますが、AR-GXPAにはトランスデューサ内に、

電荷を電圧に変換し、回路インピーダンスを下げるためのプリアンプ

を内蔵したものを接続します。このプリアンプにはAR-GXPAから定

電流源（0.5 mA、3 mA、5 mA）を供給します。この定電流源を供給

しない場合は、DC入力アンプAR-GXDCと同じ機能になります。

入力レンジの単位はGでもm/s2でもなく、電圧（V）です。たとえば

出力10.10 mV/Gのセンサで100 Gまで測る場合は、レンジは1 Vを選

択します。この場合、G単位で収録するにはChange Unitで0.0101 V

= 1 Gと設定し、m/s2単位で収録するには0.0101 V = 9.81 m/s2と設定し

ます。

■フィルタについて

●アナログフィルタ

アナログフィルタは 8次バターワース・ローパスフィルタ（－ 48

dB/oct）です。カットオフ周波数はサンプリング周波数とは独立して

任意に設定することができます。折返し防止のためには、カットオフ

周波数をサンプリング周波数の50％以下に設定する必要があります。

●ディジタルフィルタ

DSPによるディジタルフィルタは設定したサンプリング周波数の40％

から減衰します。ディジタルフィルタは、サンプリング周波数が200

kHz, 100 kHz, 50 kHzの場合は機能しません。

■キャリブレーションについて
電源投入時、入力レンジの変更時、サンプリング周波数の変更時に、

DSPを用いてゼロ／ゲインのセルフキャリブレーションを行います。

キャリブレーション用の信号はアンプに内蔵されています。
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■仕様

チャネル数： ２

入力形式： 不平衡

入力結合： DC結合（DCモード時）／AC結合（PAモード時）

入力インピーダンス： 100 kΩ

入力レンジ： ±0.5、1、2、5、10、20 Vp（DCモード時）

±0.1、0.2、0.5、1、2、5、10、20 Vp（PAモード時）

レンジ精度： ±1％以下

周波数特性： DC～80 kHz（±1.5 dB、DCモード時）

0.1 Hz～80 kHz（±1.5 dB、PAモード時）

直線性： ±0.1％以下

S/N比： 71 dB（代表値）、65 dB以上（サンプリング周波数

50 kHz、1 Vレンジ、LPF 20 kHz）

ローパスフィルタ： 2、4、8、20、40、80、200、400、800 Hz、

2 k、4 k、8 k、20 k、40 k、80 kHz

カットオフ周波数にて±3 dB、減衰特性－48 dB/oct

センサ供給電源： 18 V DC／0.5、3、5 mA（PAモード時）

Ａ/Ｄコンバータ： 16ビット

サンプリング周波数： 1 Hz～200 kHz

入力コネクタ： BNC

■設定

Setup→Params→設定するチャネルをダブルクリックすると、下のダイ

アログボックスが現れます。

Channel： このチャネルに収録する（ENABLE）か、収録しない（DIS-

ABLE）かを決めます。

Range： レンジを選択します。

Sample Frequency：マルチサンプリングの場合は、Base Sampleの10倍の周

波数をスロットごとに設定できます。

Channel Name：チャネルに名前をつけられます。英数字で16文字までです。

Filter： フィルタのカットオフ周波数を選択します。

PA： センサ供給電源を選択します。センサに電源を供給しないとき

はOFFにしてください。

All Pa Amp Same Condition：チェックすると、同種のすべてのシグナルコ

ンディショナが同じパラメータ設定になります。

▼DCモード：センサに電源を供給しません。

PAモード：センサに電源を供給します。

▼PAモードでは、電源投入後初めて収録す

るときや、DCモードからPAモードに切り

換えたときには、アンプが安定するまでに

時間がかかりますので、REC STANDBY

にした後、約１分間待ってから REC

STARTしてください。

▼スロットの片方のチャネルをENABLEに

したら他方のチャネルもENABLEにして

ください。

▼フィルタのカットオフ周波数はスロット

ごとの設定になります。片方のチャネル

の設定を変更すると、他方のチャネルの

設定も自動的に変更されます。



各種アンプについて

4-36

ディジタル入出力アンプ（AR-GXDIO）

AR-GXDIOは16ビットのディジタル信号を収録・再生するためのアン

プです。出力アンプとして用いる場合は、他のチャネルに入力したア

ナログ信号もディジタル信号として出力することができます。

入力アンプとして使った場合、収録データに工学的な意味合いを持た

せることもできます。たとえば上位8ビットを全部0とし、下位8ビッ

トに分解能1 mVのAD変換器の出力をつないだとき、Change Unitで

1.0 = 1.0 mVと指定することにより、mVを単位として収録できます。

ただし、BCD（2進化10進数）のようなディジタル信号を入力した場

合の工学量への変換は、SLOPE、Y_OFFSETの処理だけではできませ

ん。BCD4桁で最上位桁の最上位ビットが0であるデータ、たとえば、

潮位1234（cm）を16ビットで入力した場合、これをバイナリデータ

として読むと10進数で4660になります。一般的にこの値をpとして、

元の値xに戻すには、つぎのように計算します。

x
p p p

p= × + × + × +





( )





( )





( )int int
mod

int
mod

mod
16

1000
16

16
100

16

16
10 163

3

2

2

int(k)はkの整数部分、pmod(k)は整数pを整数kで割った余りです。p =

4660として、xを計算すると、1234が得られます。
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■仕様

チャネル数： ２

入力形式： CMOSレベル、各チャネル16ビット

出力形式： オープンドレイン、各チャネル16ビット

入出力切換： ユニット単位

サンプリング周波数： 1 Hz～200 kHz

トリガ： 各ビットごとのAND, OR設定可能

入出力コネクタ： JAE  TX20A-36R-D2LT1-A1LH（ユニット側）

コネクタ、ケーブル（先バラ）付属

■設定

Setup→Params→設定するチャネルをダブルクリックすると、下のダイ

アログボックスが現れます。

Channel： このチャネルを使う（ENABLE）か、使わない

（DISABLE）かを決めます。

Sample Frequency：マルチサンプリングの場合は、Base Sampleの10倍の周

波数をスロットごとに設定できます。

Input/Output： 入力（収録）アンプとして使うか、出力（再生）アン

プとして使うかを選択します。

Channel Name： チャネルに名前をつけられます。英数字で16文字まで

です。

Output Slot： 出力アンプとして使うときに、再生したいチャネルの

スロットを選択します。

Display Bit： 表示したいビットを選択します。

All DIO Amp Same Condition：チェックすると、同種のすべてのシグナルコ

ンディショナが同じパラメータ設定になります。

▼スロットの片方のチャネルをENABLEに

したら他方のチャネルもENABLEにして

ください。

▼Outputに設定すると、収録中に他のチャネ

ルの信号をディジタル信号としてモニター

できます。
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■ディジタルモニター

ディジタル入出力アンプの波形表示では各ビットごとのHigh/Lowが下図の

ように表示されます。

■ディジタル入力トリガの設定

ディジタル入出力アンプでは特定のビットのHigh/Lowをトリガに設定でき

ます。設定するには、Trigger Recの設定画面でディジタル入出力アンプを

実装したチャネルをクリックしてから、Digital I/Oをクリックします。

現在の設定が表示されます。

Highをトリガに設定するときは（1）に、Lowをトリガに設定

するときは（0）にします。（＊）にすると無視されます。

設定するチャネルを選択します。

複数のビットに設定した場合、それらのANDをとるかORをと

るかを設定します。

● 値が16進数で表示されます。
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サンプリング周波数 IOSTB

1～50 1 k

100 2 k

200 2 k

500 5 k

1 k 10 k

2 k 20 k

5 k 10 k

10 k 20 k

20 k 100 k

50 k 100 k

100 k 100 k

200 k 200 k

（単位：Hz）

※サンプリング周波数と IOSTB の関係

■入出力回路

■入出力タイミング（コネクタ部）

+5 V

IOA1—16
IOB1—16

IOSTB

47 kΩ
1 kΩ

74LVC14

74HC05

74HC05

PLD

min.100 nsec

max.100 nsec min.100 nsec

min.30 nsec

IOA1—16

IOB1—16

IOA1—16

IOB1—16

IOSTB

INPUT

OUTPUT

※IOSTBは外部でプルアップしてください。
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■ピン配列と付属ケーブルの線色

ピン 信号名 機　能 線　色 ピン 信号名 機　能 線　色

1 IOA1 Aチャネル IO1 橙（黒点１コ） 19 IOB1 Bチャネル IO1 橙（赤点１コ）

2 IOA2 Aチャネル IO2 灰（黒点１コ） 20 IOB2 Bチャネル IO2 灰（赤点１コ）

3 IOA3 Aチャネル IO3 白（黒点１コ） 21 IOB3 Bチャネル IO3 白（赤点１コ）

4 IOA4 Aチャネル IO4 黄（黒点１コ） 22 IOB4 Bチャネル IO4 黄（赤点１コ）

5 IOA5 Aチャネル IO5 桃（黒点１コ） 23 IOB5 Bチャネル IO5 桃（赤点１コ）

6 IOA6 Aチャネル IO6 橙（黒点２コ） 24 IOB6 Bチャネル IO6 橙（赤点２コ）

7 IOA7 Aチャネル IO7 灰（黒点２コ） 25 IOB7 Bチャネル IO7 灰（赤点２コ）

8 IOA8 Aチャネル IO8 白（黒点２コ） 26 IOB8 Bチャネル IO8 白（赤点２コ）

9 IOA9 Aチャネル IO9 黄（黒点２コ） 27 IOB9 Bチャネル IO9 黄（赤点２コ）

10 IOA10 Aチャネル IO10 桃（黒点２コ） 28 IOB10 Bチャネル IO10 桃（赤点２コ）

11 IOA11 Aチャネル IO11 橙（黒点３コ） 29 IOB11 Bチャネル IO11 橙（赤点３コ）

12 IOA12 Aチャネル IO12 灰（黒点３コ） 30 IOB12 Bチャネル IO12 灰（赤点３コ）

13 IOA13 Aチャネル IO13 白（黒点３コ） 31 IOB13 Bチャネル IO13 白（赤点３コ）

14 IOA14 Aチャネル IO14 黄（黒点３コ） 32 IOB14 Bチャネル IO14 黄（赤点３コ）

15 IOA15 Aチャネル IO15 桃（黒点３コ） 33 IOB15 Bチャネル IO15 桃（赤点３コ）

16 IOA16 Aチャネル IO16 橙（黒点４コ） 34 IOB16 Bチャネル IO16 橙（赤点４コ）

17 IOSTB ストローブ信号 灰（黒点４コ） 35 IOSTB ストローブ信号 灰（赤点４コ）

18 GND 白（黒点４コ） 36 GND 白（赤点４コ）
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■仕様

チャネル数： ２

出力形式： 不平衡

出力結合： DC結合

出力レンジ： ±1～5 Vp（0.1 Vステップ可変）

ゼロシフト： 0～±5 V（0.1 Vステップ）

出力電流： 約10 mA

周波数帯域： DC～80 kHz

ローパスフィルタ：2、4、8、20、40、80、200、400、800 Hz、

2 k、4 k、8 k、20 k、40 k、80 kHz

カットオフ周波数にて－1.5 dB（この値はAR-GXAO単

体の値で、組み合わせるシグナルコンディショナの周波

数特性がこれに加わります）、減衰特性－48 dB/oct

レンジ精度： 2％（23℃±5℃において）

S/N比： 65 dB（出力レンジ 5 V）

D/Aコンバータ： 16ビット

出力コネクタ： BNC

■設定

Setup→Params→設定するチャネルをダブルクリックすると、下のボッ

クスが現れます。

Output Range： 出力レンジを選択します。

Sample Frequency：変更できません。

Channel Name： チャネルに名前をつけられます。英数字で16文字まで

です。

Output Slot： 再生したいチャネルのスロットを選択します。

Offset Range： オフセットを設定します。

Cutoff Filter： 出力フィルタのカットオフ周波数を選択します。

※フィルタは出力される信号にはかかりますが、表示

される波形にはかかりません。

All DA Amp Same Condition：チェックすると、すべてのアナログ出力アン

プが同じパラメータ設定になります。

アナログ出力アンプ（AR-GXAO）

▼アナログ出力アンプは入力アンプより大き

いスロット番号のスロットに入れてくださ

い。

▼最大出力電圧は約±6 Vpです。

▼収録中のデータのモニター出力も可能で

す。

▼入力アンプによっては入力レンジ・単位と

出力レンジ・単位を一致させることができ

ません。



各種アンプについて

4-42

CAN入力アンプは、CAN（Controller Area Network）バス上のデータフレーム

を他のアナログ信号と同時に収録するためのアンプカードです。収録後のデ

ータを各IDに含まれるラベル単位で分離し、アナログ信号との時系列表示が

可能です。ラベル情報については ベクター社CANdbに対応しており、収録

時にCANdbファイルを指定した場合は、データファイルと共にヘッダ情報フ

ァイル内にCANdb情報も記録することができます。（本カードはGX Naviの

み対応可能で、液晶リモコン（DK-GXLCD）には対応しておりません。）

■仕様

対応CANプロトコル： CAN 2.0A（Standard ID 11bit）

CAN 2.0B（Extended ID 29bit）

収録ボーレート： 1 Mbps～5 Kbps

収録バスポート数： 1ポート／枚

対応CANバス規格： ISO11898 （トランシーバ：251タイプ）

ISO11519 （トランシーバ：1053タイプ）

SAE J1939 （トランシーバ：251タイプ）

SAE J2284 （トランシーバ：251タイプ）

SAE J2411 （トランシーバ：5790タイプ）

NMEA-2000（トランシーバ：251タイプ）

Device Net （トランシーバ：251タイプ）

CANopen （トランシーバ：2515タイプ）

等CANプロトコル及びCANをベースにしたバス仕

様のもの（ただし、後述するGX AFC CANを利用し

ての物理量変換には対応できない場合があります。）

収録データ： CANバス上のデータフレームのみを収録

収録時CAN

データモニター： 収録時にID単位でデータ長とデータをHEX表示

表示形式は特定IDのみのID固定表示と全てのIDを

表示するスクロール表示が可能

再生機能： なし（収録データファイルとして後処理）

CAN入力アンプ（AR-GXCAN）

▼CANカードの装着スロットについて

CANカードはSLOT1、SLOT2など他のア

ナログ入力アンプより前のスロットに装着

して使用してください。また、拡張ユニッ

ト使用時は、CANカードは拡張ユニット側

には装着しないでください。

▼CANバスへのケーブル接続について

CANバスラインがアクティブの状態でGX-

1のCANカードトランシーバケーブルを接

続すると、エラーフレームが発生すること

があります。

▼Standard IDとExtended IDの両方がバス上

に存在しても接続可能ですが、収録に際し

てはどちらか一方を選択して収録します。

▼ボーレートは後述する式で計算される範囲

内で選択することが可能です。（p. 4-46）

▼GX-1はA/Bの2チャネルアンプとして認識

します。また、最大2枚まで実装可能です。

▼物理層の違いは、バス―アンプ間に入れる

オプションのトランシーバを変更すること

で対応します。

▼記録メディアはメモリー／AIT／PCへの

リアルタイム記録に対応し、MOとPCカー

ドには対応しません。

▼GX NaviではCANカードも波形データが出

てきますが、これはパケットデータを波形

に置き換えたものであって、ラベルごとの

分解表示機能はありません。



各種アンプについて

4-43

■設定

Setup→Params→設定するチャネルをダブルクリックすると、下のボッ

クスが現れます。

Channel： このチャネルを使う（IN）か、使わない（DISABLE）

かを決めます。

Sample Frequency：マルチサンプリングの場合は、Base Sampleの10倍の周

波数をスロットごとに設定できます。

Baud Rate： CANバスラインのビットレートを設定します。バスラ

インの詳細パラメータを設定する場合は、Set Detailを

チェックし、Detailボタンを押します。（下記参照）

CAN ID： 収録対象とするCANデータのIDが、標準（Standard）

か、拡張（Extended）かを選択します。

Candb file： CANdbファイルがある場合、ファイルを指定します。

CAN Detail画面

SJW： 最大ビット周期幅

BRP： ボーレートプリスケーラ

BSP： サンプリングポイント

TS1： タイムセグメント1

TS2： タイムセグメント2

詳細は『CAN Detail設定画面での各パラメータ』を参照ください。

▼本アンプはリスンオンリ・モードがサポー

トされていません。ボーレート設定が接続

バスのボーレートと異なる場合は、エラー

フレームや送信ノードがバスオフになる

（バスから排除される）場合がありますの

で、ご注意ください。
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■ CANデータのモニター

収録中、CANデータモニターは、ID、データ長、データ

（16進数）をモニター表示できます。チャンネルセレク

トパレットでCANボードのデータを表示するように設定

し、ツールバーのCANモニターボタン を押します。

ここでデータ表示を選択しないと以下のモニター機能は

有効となりません。

CANデータのモニターには、発生したパケットをトレー

スして表示するスクロールモードと、指定したIDのデー

タを表示するノーマルモードとがあります。表示モード

の切り換えはNormalボタン、Scrollボタンで行います。

（ボタンの表示は現在の表示モードを示します。）

スクロールモードの画面

発生したパケットを順次表示します。

※表示更新タイミングによりデータが抜けることがあり

ます。サンプリング周波数を適切に設定すれば、収録

データには抜けはありません。

※波形表示のTime Scaleを2秒以上に設定すると更新さ

れなくなりますので1秒以下に設定してください。

ノーマルモードの画面

指定したIDのデータを表示します。

※ CANデータから各ラベルのデータを抜き出して表示す

る機能はありません。

表示するIDの指定

表示するIDの指定は、Settingボタンをクリックすると現

われるダイアログで行います。表示されるID数は最大収

録ID数である16個までとなっており、下図のように10

進数で指定します。また、左下のSlotでCANボードの装

着されているスロットを指定します。

波形表示またはバーメータ表示の場合は、アナログの計

測チャネルについては収録中のデータが波形またはバー

メータとして表示されます。その際、CANボードに相当

するチャネルの波形またはバーメータは、データラベル

での表示ではなく入力されたパケットデータをディジタ

ルのまま表示していますので、ラベルの信号として表示

させることはできません。
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■ GX-1の設定サンプリング周波数と

CANバスボーレートの関係

CANバスのデータフレームを取りこぼしなく収録するためには、GX-1の最

低サンプリング周波数を以下の式より決定し設定する必要があります。CAN

バス上データフレームで1転送当たりの時間より本体のデータ転送（4サンプ

リングで1フレーム）が早ければ取りこぼしなく収録できます。

サンプリング周波数の決定条件

ビットあたり時間 = 1／ボーレート

最小フレーム時間 = データフレーム長×ビットあたり時間

データフレーム長： Standard ID = 44ビット（固定部）

Extended ID = 62ビット（固定部）

ITM時間 = ビットあたり時間× 3ビット

（ITM時間が25μsecより短い場合はITM時間を25μsecとしてくださ

い。25μsecはCANコントローラから出力される遅延時間です。）

サンプリング周波数≧ 1／［（最小フレーム時間 + ITM時間）／4］

【例】

CANバスボーレート：500 KbpsでStandard ID（標準ID）の場合

ビット当たり時間 = 1／500 K ＝ 2μsec/bit

最小フレーム時間 = 44 × 2μsec = 88μsec

ITM時間 = 2μsec × 3 bit = 6μsec

（∴6μ＜25μのためITM＝25μsecとする）

サンプリング周波数≧ 1／［（88μsec + 25μsec）／4］= 38.835 kHz

（GX-1の最低サンプリング周波数は上記38.835 kHzより高い近似値50

kHzサンプリングとなります。）

CANバスボーレートとサンプリング周波数の例

CANバスボーレート GX-1サンプリング周波数（標準ID） GX-1サンプリング周波数（拡張ID）

50 Kbps 5 kHz 5 kHz

100 Kbps 10 kHz 10 kHz

250 Kbps 20 kHz 20 kHz

500 Kbps 50 kHz 50 kHz

1 Mbps 100 kHz 50 kHz

マルチサンプリング機能を使用して、他のアナログチャネルのBase Sampleは

上記サンプリング周波数の1/10に設定することもできます。
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■ トランシーバケーブルピン配列

推奨トランシーバケーブル：KVASER社製

Pin No. DRVcan 251/1053 TYPE DRVcan S

1 Not connected. Not connected

2 CAN_L (low level @ dominant) Not connected

3 GND GND

4 Not connected. Not connected

5 Shield Shield

6 Not connected. Not connected

7 CAN_H (high level @ dominant) CAN_H (high level @ dominant)

8 Not connected. Not connected

9 Not connected. Power Supply (12 V)

パラメータ 選択値 初期設定値 説明

0 最大ビット周期幅 1TQ

SJW 1 初期設定 最大ビット周期幅 2TQ

2 最大ビット周期幅 3TQ

3 最大ビット周期幅 4TQ

BSP 1 初期設定 1サンプリングポイント

3 3サンプリングポイント

BRP 0 ～ 63 7 ボーレートプリスケーラ

TS1 4 ～ 16 14 タイムセグメント1

TS2 2 ～ 8 5 タイムセグメント 2

50 kbps

■ CAN Detail設定画面での各パラメータについて

CAN Detail設定画面での各パラメータは以下の意味を持ちます。

1 5

6 9

トランシーバ側D-subコネクタ

ボーレートは下の式で決まります。

SJW、BSPはCAN バスラインの状況によりデータが取得できない場合に調

整してください。

Baud rate (kbps)
 MHz

BRP +1) (1+ TS1+ TS2)
=

× ×
16

2 (
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TS1、TS2パラメータ設定制限について

TS2
TQ値 2 3 4 5 6 7 8 9

4 NG OK NG NG NG NG NG NG
5 ∆ OK OK NG NG NG NG NG
6 ∆ OK OK OK NG NG NG NG
7 ∆ OK OK OK OK NG NG NG
8 ∆ OK OK OK OK OK NG NG

TS1 9 ∆ OK OK OK OK OK OK NG
10 ∆ OK OK OK OK OK OK OK
11 ∆ OK OK OK OK OK OK OK
12 ∆ OK OK OK OK OK OK OK
13 ∆ OK OK OK OK OK OK OK
14 ∆ OK OK OK OK OK OK OK
15 ∆ OK OK OK OK OK OK OK
16 ∆ OK OK OK OK OK OK OK

NG：この値には設定しないでください。

△：BRPの値が0の場合は設定しないでください。

■ GX AFC CANを使用してのファイル変換

PCに取り込んだデータファイルからCANのデータを再構成するための

（パケットデータから必要なデータを抜き出し、アナログのチャネルと同一時

系列データに展開する）ツールとして、GX AFC（Advanced File Converter）

CANがあります。下図の起動画面で、Original fileで変換元ファイル（GX-1

から読み込んだ状態のファイル）を指定し、Output fileで出力ファイルを指

定します。Format type of output fileにはCAN fileを指定します。
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Channel of original fileから出力したいデータを選択し、Addボタンを押して

出力データを指定します。CANのデータラベルについての選択方法は以下の

とおりです。

Channel of original fi leに CANの チャネル（前ページの例では

CH1_AR_GXCAN）が表示されますので、そのチャネルをダブルクリックし

ます。下の、CANdb Editorのエディターダイアログと同様の画面が開きます

ので、ここでファイル出力するラベルを選択します。

出力するラベルにチェックを入れ、OKボタンを押して元の画面に戻ります。

※ GX-Naviによる収録時にCANdb fileが指定されている場合はMessage

name等は表示されますが、指定されていなかった場合は、収録したCAN

データと同じCANdbをCANdb file nameに指定してください。

指定したアナログチャネル一覧に加え、選択したCANデータのラベル情報が

表示されます。ここでAddボタンを押すとChannel of original fileの欄に出

力される信号名が表示されます。選択可能チャネル数は最大128チャネルで

す。（アナログ30チャネル収録の場合、CANのラベルは最大98）

データ選択が終了したらConvertボタンを押して変換を行ないます。

（収録データ容量によっては、この変換作業にはかなりの時間を要します。）

※ Format type of output fileにCAN+DADiSPを指定するとマルチサンプリ

ングで収録したデータをアップサンプリングし、同一サンプリングのファ

イルとして出力することもできます。詳細はGX AFC取扱説明書を参照く

ださい。

※物理量変換に際して１つの信号で 16bit を越えるデータがある場合は、

16bitで丸められます。収録されるCANデータは4サンプリングで1つの有

効CANデータとなりますので、収録データの最初の部分と最後の部分が

CANデータとして無効となることがあり、その場合は物理量変換も正しく

変換されません。
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■万が一ハングアップしたときは

もしGX-1本体がハングアップした場合は、つぎの手順

でリセットしてください。

1. ソフトGX Naviを終了しGX-1本体の電源を切る。

2. 本体のシグナルコンディショナを１枚だけ抜いて、本
体の電源を投入する。

3. ブザーがピピッと３回鳴るのを確認し、再度本体の電
源を切る。

4. 手順２で抜いたシグナルコンディショナをGX-1に戻
し、本体の電源を投入する。

5. ブザーがピピッと３回鳴るのを確認し、GX Naviを立
ち上げる。

※本体に記憶された設定はリセットされますので、再度

設定し直してください。

トラブルが起きたら

■ AITが入ったままハングアップしたら

もしAITがドライブに入ったままハングアップした場

合は、つぎの手順でリセットしてください。

※最後のデータファイルは救えないことがあります。

● GX-1本体がハングアップした場合

1. AITをイジェクトしようとせず、そのまま５分以上待
つ。

2. 付属ソフトを終了し、GX-1本体の電源を切る。

3. 本体のシグナルコンディショナを１枚だけ抜いて、本
体の電源を投入する。

4. ブザーがピピッと３回鳴るのを確認し、付属ソフトを
立ち上げる。

5.「One data file in this tape is not closed. . . . 」というメ
ッセージが出るので、「はい」をクリックする。

クローズ処理が始まります。データが大きい場合には

数時間かかることがあります。

6. クローズ処理が終わったら付属ソフトを終了し、本体
の電源を切る。

7. 手順３で抜いたシグナルコンディショナをGX-1本体
に戻し、電源を投入する。

8. ブザーがピピッと３回鳴るのを確認し、付属ソフトを
立ち上げる。

● GX Naviがハングアップした場合のAITの取り出し方

1. GX Naviを強制終了する。

2. GX-1本体の電源を切る。

3. ふたたびGX-1本体の電源を投入し、（GX Naviを立ち
上げずに）AITドライブのEJECTボタンを押す。
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PCカードについて.............................2-12
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TAFFmat................................1-3, 1-6, 4-6
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アンプの取り付け ................................2-3
イベントマーク....................1-4, 3-6, 4-10
インストール........................................2-8

かきくけこ
外部サンプリング .....................3-32, 4-11
拡張ユニット........................................2-5
簡易リモコン......................................3-18
コピーする................................3-10, 3-25

さしすせそ
再生する....................................3-15, 4-41
サンプリング周波数.............................1-4
…と収録時間....................................1-5
…とモニター表示.............................1-5
…の設定.........................................3-32
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収録時間...........................................1-5
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リピート収録..................................3-29
リムーバブルメディアに
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仕様......................................................4-4
スキャン......................................3-28, 4-6

たちつてと
タイマー動作......................................3-30
タイムコードによる補正....................3-26
データファイル.............................1-6, 4-6
電源を用意する....................................2-6
時計を合わせる..................................3-31

なにぬねの
入力レンジ .........................................3-32

はひふへほ
バーグラフ画面..................................3-14

波形表示.............................................3-11
パソコンの要件....................................2-8
パラメータ
パラメータの保存...........................3-32
パラメータの読み込み ...................3-32
パラメータの設定...........................3-31

ファイルフォーマット .........................4-6
ファイル名..................1-6, 3-10, 3-22, 4-6
ファンを止める..................................3-31
付属品 ..................................................5-5
プリトリガ .........................................3-28
ブロックダイアグラム .........................4-5
ヘッダファイル.............................1-6, 4-9
別売アクセサリ....................................5-5
ポストトリガ......................................3-28

まみむめも
マルチサンプリング....................1-4, 3-33
メモ音声 ............................1-7, 3-26, 3-27
モニター出力 .......................1-7, 3-4, 3-11

らりるれろ
リアルタイム転送 .......................1-4, 3-22
レベルトリガ......................................3-29

GX Navi画面上

Auto Range ........................................3-39
Bar Graph...........................................3-14
Base Sample......................................3-32
Cascade .............................................3-38
Change Unit .......................................3-34
Channel Select...................................3-38
Clock Set............................................3-31
Control Panel .....................................3-36
Copy...................................................3-25
Count..................................................3-26
Edit .....................................................3-25
External ..............................................3-32
Fan .....................................................3-31
FFT Monitor........................................3-13
File .....................................................3-22
File number auto increment ...............3-23
Format................................................3-23
Further Info.........................................3-37
Interval ...............................................3-30
IRIG....................................................3-26
Load Setting .......................................3-34
Misc....................................................3-31
Multi....................................................3-33
New ....................................................3-22

Open ..................................................3-23
Output Monitor ...................................3-36
Parames Load....................................3-32
Parames Save....................................3-32
Params...............................................3-31
Pre/Post Trigger .................................3-28
Print ....................................................3-23
Print Option ........................................3-24
Print Preview ......................................3-23
Print Setup .........................................3-23
Realtime .............................................3-22
Repeat................................................3-29
Reset Setting Data .............................3-24
Same Setting......................................3-33
Save as Bitmap ..................................3-24
Save Setting.......................................3-34
Setup..................................................3-26
Single .................................................3-30
Sort.....................................................3-26
Stand Alone/Auto Eject ......................3-19
Status Bar ..........................................3-36
Sweep ................................................3-33
System ...............................................3-26
Tile Horizontal ....................................3-38
Tile Vertical ........................................3-38
Timer Rec...........................................3-30
Toolbar ...............................................3-35
Trigger Rec ........................................3-29
View ...................................................3-35
Voice Memo .......................................3-26
Wave Monitor .....................................3-11
Wave Panel........................................3-37
Window ..............................................3-38
Zoom ..................................................3-25

製品型式

AR-GXAO...........................................4-41
AR-GXCAN ........................................4-42
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AR-GXDIO .........................................4-36
AR-GXFV ...........................................4-28
AR-GXMC ..........................................4-18
AR-GXPA ...........................................4-34
AR-GXPC...........................................4-32
AR-GXST ...........................................4-22
AR-GXTCJ .........................................4-26
AR-GXTCK.........................................4-26
AU-GXEPIO .........................................2-5
DK-GXLCD...........................................1-8
ER-GXRC...........................................3-18
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●本体付属品

AC電源コード 1

3P-2Pアダプタ 1

DC電源コード 1

ACアダプタ 1

フィルタ 1

イヤホン 1

マイクロホン 1

フェライトコア＆ケーブルタイ 各1

フェライトコア 1

インストールディスク 1

ハンドル 2

ハンドル取付け用ネジ＆ワッシャ 各4

ハンドル取付け用レンチ 1

AITカセットテープ（AITタイプのみ） 1

クリーニングテープ（AITタイプのみ） 1

MOディスク（MOタイプのみ） 1

取扱説明書（本書） 1

●各種アンプ付属品（１ユニット当り）

コネクタ フェライトコア

DC入力アンブ 0 2

マイク入力アンプ 0 2

動ひずみ入力アンプ 2 2

熱電対入力アンプ 2 2

F/V入力アンプ 0 2

チャージアンプ 0 2

パルス入力アンプ 0 2

電圧出力型加速度センサ

入力アンプ 0 2

アナログ出力アンプ 0 2

ディジタル入出力アンブ 1 1

●拡張ユニット（AU-GXEPIO）付属品

AC電源コード 1

3P-2Pアダプタ 1

DC電源コード 1

ACアダプタ 1

フィルタ 1

連結板 2

ネジ＆座金 各8

ハンドルプレート 2

増設用ケーブル 1

プレート取付図 1

付属品

AITカートリッジテープ SONY   SDX1-25C

AITクリーニングテープ SONY   SDX1-CL

PCアダプタボード TZ-GXPAB

ER-GXRCコネクタ用ケーブル CL-GXRC

同期ケーブル・タイプ1 CL-GXSYC1

リオン社製マイク用変換ケーブル CL-GXMCR

動ひずみ入力アンプ用ケーブル

タイプ1 CL-GXST1

NDIS用変換ケーブルリモートセンスあり CL-GXST2RS

NDIS用変換ケーブルリモートセンスなし CL-GXST2

別売アクセサリ
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保証規定

ハードウェア保証規定

■保証期間はお買い上げ日から1年間です。

取扱説明書、本体貼付ラベルなどに従った正常な使用

状態で、保証期間内に故障が発生した場合には、最寄

りのティアック電子計測株式会社（以下、弊社といい

ます）営業所、またはサービス部門が無料修理いたし

ます。

■保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は

本製品の取扱店、最寄りの弊社営業所、またはサービ

ス部門にご依頼ください。なお、離島および離島に準

ずる遠隔地への出張修理を行なった場合には、出張に

要する実費を申し受けます。

※データ、記録媒体、弊社製以外の装置又は部品、機

構、付加物、改造を事前に本製品から取り外してく

ださい。

■つぎの場合には保証期間内でも有料修理となります。

1）ご使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障

および損傷

2）お買い上げ後の輸送、移動、落下などによる故障お

よび損傷

3）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害

や異常電圧による故障および損傷

4）接続している他の機器に起因する故障および損傷

5）異常摩耗、異常損傷を除き、自然消耗とみなされた

消耗部品による故障および損傷

6）特殊業務または特に苛酷な条件下において使用され

た場合の故障および損傷

7）点検のためのメンテナンス

■上記保証は、日本国内においてのみ有効です。

■上記は、弊社の保証の全てを規定したものであり、法

律上の瑕疵担保責任を含む全ての明示又は黙示の保証

責任に代わるものです。弊社の保証責任は、本製品の

修理又は交換に限られます。弊社は、いかなる場合に

も、お客様の逸失利益及び第三者からお客様に対して

なされた賠償請求に基づく損害については責任を負い

かねます。

■保証期間経過後の修理は

本製品の取扱店、最寄りの弊社営業所、またはサービ

ス部門にお問い合わせください。

ソフトウェア保証規定

ティアック電子計測株式会社（以下、弊社といいます）

は、ご購入日から90日間、本ソフトウェアが、取扱説明

書に記載の環境を満たすコンピュータ上に正しくインス

トールされた場合、取扱説明書に記載の機能を履行する

ことを保証します。但し、弊社は、本ソフトウェアの操

作が中断しないことや誤りのないことを保証するもので

はありません。本ソフトウェアが保証期間中に所定の機

能を履行しない場合、お客様は、ご購入店を通じて修正

を要求することができます。万一修正不能な場合は、返

金手続きをとらせていただきます。

派生的損害の免責：　弊社は、本ソフトウェアの使用や

使用不能から生じたいかなる損害（事業上の損失、営業

の中断、営業上の情報の損失、その他の金銭上の損害な

ど）についても責任を負いません。たとえ、その損害の

可能性が弊社に事前に知らされていたとしても同様です。

上記保証は、日本国内においてのみ有効です。
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ティアック電子計測株式会社 ht tp : / /www.t ic . teac.co. jp /

本 社 営 業 部 〒211-0067 川崎市中原区今井上町 83 TEL 044-711-5221（代） FAX 044-711-5240
大 阪 営 業 所 〒564-0062 吹田市垂水町 3 - 3 4 - 1 0 TEL 06-6330-0291（代） FAX 06-6385-8849
広 島 駐 在 〒738-0053 廿日市市阿品台 2 - 5 - 3 1 TEL 0829-39-7061 FAX 0829-39-7078

名古屋営業所 〒464-0025 名古屋市千種区桜が丘230番地　フタバビル
TEL 052-788-2677 FAX 052-788-2688

福 岡 営 業 所 〒812-0042 福岡市博多区豊1丁目5番26号　豊KMビル
TEL 092-441-3600 FAX 092-441-3637

ティアック株式会社

〒180-8550 東京都武蔵野市中町3-7-3 TEL 0422-52-5022 FAX 0422-52-6782

登録いただいたお客様には本製品のサポートについて

の情報や新製品などの情報をお知らせいたします。

登録いただくにはつぎの３つの方法があります。

●オンライン登録

下記ウェブサイトにアクセスしていただき、登録して

ください。

URL： http: / /www.t ic . teac.co. jp /suppor t /

●ファックスによる登録

右の「ユーザー登録記入欄」に必要事項を記入いただ

き、このページをコピーしてファックスしてください。

FAX： 044-711-5240

●郵送による登録

右の「ユーザー登録記入欄」に必要事項を記入いただ

き、このページをコピーして郵送してください。

宛先： 〒211-0067 川崎市中原区今井上町83

ティアック電子計測株式会社　CS課

型 名 ＧＸ－１

シリアル No.

購 入 日 年 月 日

貴 社 名

ご 所 属

担当者名

ご 住 所 〒

TEL

FAX

E-mail

E-mailによる情報提供 □希望しない

ご意見など

取扱店

〈ユーザー登録記入欄〉■ユーザー登録のおすすめ■


